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at RRA OEHHA ROW BICR YT GEO2) (is sf ‘= 
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神鳥 県 石川 町 附近 の ペグ マタ イト の 構造 «1... see ee eee 近 RB & 造 
南 満 洲 紀 長調 区 域 の 変成 岩 類 oe cee eee 岩 I Te x 
会 報 及び HER 
会 員 動 @ 会 費 払 込み の 件 
a 刊 紹 介 


Das Bestimmen der Minerale. Von Alexander K6hler. 
Die Bewegungsgruppen der Kristallographie. Von J. J. Burckhardt. 
phen oar concentration of ores with the Lapointe picker belt. 
By C. M. Lapointe and R. D. Wilmont. 
Geology and Economic Minerals of Canéa (3 rd edition). By Officers. 
of the Geological Survey. 
Ore genesis: By ]. S. Brown. 
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iy BK 
Speeds  (Au,Ag) Ter MmORFRAI LRA He 2 
BBA ROK LS ムジ アリ ー 岩 及び 次 長石 さ 武 岩 WG 件 
金 記 鉱床 学 ボリ ビ Y ヤ Colquiri 負 鉱山 の 地質 We 5 
A ye OR - 学 pasbT <7 AM Midland 74h Spraberry BH 外 4 件 
HOS RRA 
A Ke FAR OMALIERL ERB KICOWVT クト 件 
ZARB aM FeO-SiO。 未 固 相 反応 の 研究 (1) Hh 2 ff 
B £4 FF + HESCLAZSL HH COHHEBBENEC—HM HS 


ALAA AM RRERS 
H AN er i Bi a OS BF 


ase ee oe 


BRAUER 


BEoWMALOWT 本 年 6 月 末 を 以 て 会 費 を 精算 いた し て お り ま す の で , AM 
会 卓 を 至 符 お 払込 み 下 さい ます ょ よ  SERROMRRE 切望 いた し ます 。 Bait — 
5400 (AS), 振替 WE 8825 番 を 御 利 用 下さ る か 又は 通常 の 遂 金 方 凌 で も 
PERE CH PNY THY バー に つい て は 次 の 通り で す 。 


FRE A (ts ieee) oe 0 1me6oy 

36 SACER RT 27 A) FA Goc ad eee = ee eee 1% 80 

な おぉ 復刊 (第 33 4) 以後 の 一 部 及び それ 以前 の も の に は 欠 号 が 多少 あり ます の で お 
含み 願い ます 。 <3) 


Bas GAS) mk F&F UUGRENUEAD,. 田口 恒男 (東北 大 学 
工学 部 鉱山 工 学科 ), 

(SEBROBH) LARS (酒田 市 天王 下 23 HAW, aR CKwT 
西根 小屋 町 帝 石 秋田 鉱業 所 ), ROR (岩手 県 岩手 郡 下館 局 区 内 下館 高等 学校 う 。 


新 Tl 紹 介 


Das Bestimmen der Minerale. Von Alexander Kohler. 

ALA BIE TS AIC Bite BRL HUW BMICIBANKR LOG, HTRBEORE 
と し て は , (A) 外部 の 特徴 と し て , (1) SAR (2) 色 , (3) SR, (4) BE, (5) 比 
HH, (8) 結 品 学 的 の 性 質 , (7) BSpd, (8) 断 口 , (9) 集合 状態 , (10) RePannsee a 
べ , 次 いで (B) (L4 ROR, (1) 吹 管 分 析 , (2) F.Feigl RO H. Leitmeier 
の 反応 , Cr, F, Mg, Mn, P, Ag, SiO。 等 の 反応 , (3) その 他 各 元素 の 反応 の 総括 
FRG LRA RUT SARE MC, 更に (C) Wa, (D) ROE FREE, 
(E) 結語 , BictheRe UC (1) @RtRe St sam, (A) 黄色 又は 赤色 鉱物 , 
(1) Cut}, (2) Cul; (B) 白色 , AER tee am, (1) Mnt, (2) Mn-, Cot 六 
は Nit, (3) Mn-, Ni-, Co-, Cut, (4) Mn Cu Pb ER 
(a) Sbt, (bh) Sb-, Fet, (c) 他 の 別に 表示 し , (I) BSRROMS BIR MDS 
HOR wig, (111) ARRROPABIARM we RRICREMICRRL CS AA 150 
頁 。 (Wien, Springer-Verlag, 1949 年 発行 , 1600 円 ) [ABI 

Die Bewegungssgruppen der Kristallographie. Von J.J.Burckhardt. 


ARLE SHCERAE ERC REPT, 3 BH, 27 Hk ORS; 第 1 BW Punkt- 
gitter, #2 章 


Kristallklassen, i; bao eat = 8 Bewegungsgruppen に 分 け , 5 ASK 


の Bewegungsgruppen, n 次 元 窓 習 た に 於 ける Bewegungseruppen ev Sic * 


べ て いる 。 AA 186 BOCA 4%, Verlag Birkhauser Basel,1947 423847, 3200) 
(Aa) 

Electronic concentration of ores with the Lapointe picker belt. 
By C. M. Lapointe and R.D. Wilmont. PSLESZOBZBLEFECKOTC, 
Geiger 計数 管 を 用 いで 電子 的 た, 放射 性 鉄 物 を 選 倫 する 方 法 を 実例 と 共に 詳細 に 信 
べた を も ゃ ので, ツラ ン 録 物 の 選鉱 に 有効 で ある 。 BY, BASIE 40 By (Canada Dep. 
Mines and Tech. Surveys, Memorandum Series No. 123, 1952 年 発行 , $ 50) 
(KR 
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研究 報 文 
長野 懸 赤 石山 系 の 地質 及び 岩石 


Geology and petrology of the Akaishi mountain range, 
Nagano Prefecture 


Ai 井 清 導 (Kiyohiko Ishii) 
fi FA 良 (Yoshio Ueda) 
& 津 36 夫 (Mitsuo Shimazu) 


Abstract: The results of the field observation of the Akaishi 
mountain range may be summarized as follows : 

1. The crystalline schists,the Lower Ina Formation in this district, are 
the metamorphic rocks of the Chichibu Series and grade into the non- 
metamorphic rocks through phyllitic facies. Such transitions are observed 
not only to the upper horizon but to the direction of the strike, and the 
-schistosity of the metamorphic rocks is oblique to the stratification of 
the Chichibu Series. The Lower Ina Formation is believed to belong to 
the still upper part of the Chichibu Series than the horizon of the 
simillar rocks in the Shikoku district. Therefore the green rocks of this. 
series represent the later volcanic products in the same age. 

2. The Non-metamorphic. sediments of this area,named the Akaishi Form- 
ation, have been mapped as Palaeozoic or the Chichibu Series, but they 
may be assumed to belong to the Mesozoic age which corresponds probably 
to the Togano or Akigawa Formation of Shikoku or Kyushn respectively. 


I 緒 


調査 区 域 は 上 伊那 及び 下伊那 と 呼ば れる 地方 で あつ て 赤石 山塊 の 西 
半 部 に 属し , Rite 7 TAD BRE SELL CUA, 静岡 両 県 に 接し , 
PHIL ALIA © PIC eee, 市 野瀬 , 鹿 塩 , 大 河原 , 地蔵 峠 , 竹野 を 経て 和 
田 に 至る 中 央 構造 線 を 境 と し , 其 間 東西 約 10 料 , 南北 約 70 F, 面積 約 
700 平方 料 の 地域 で ある 。 JAALH Bilt E80 A RO PRA CH SAS, 従来 
本 地域 に 於 で 三波 川 式 及 御 答 狂 式 と 笑 せ られ て いた 変 成 賑 類 と 秩父 古 生 層 
と の 関係 ゃ 秩父 古 生 層 に 関し て 多少 所 見 を 新 に する 点 を 見 出し た の で , & 
私 に 関す る 本 地域 の 地質 及 岩 石 に 就 い て 概 略 を 報告 し , RRO, A 
ARE AS SKE CH So 


Dill 


124 es en BR a 


AEE CARA RAOBIEIC ROCA DHELOC, AA IC 
a en AAZAHR BREE aA 
- LH EUS CSIC, 調査 の 機会 を 分 えら れ な た 同 研究 会 に 対し , LOR 
宜 を 人 与え られ た 伊那 , 赤穂 , 飯田 名 営 林 署 の 関係 講 氏 に 衣 心 より 感謝 の 意 
を 表す る も の で ある 。 _ 


il 地質 概要 
本 地域 の 地質 を 大 別して 堆積 岩 類 , 変成 岩 類 及び 火成岩 類 に 分 ける 。 堆 
awit Leb ED 


1) a ie RR ore eer i Ey SE Ae 
Phe Rea ar ( 不 整 合 , UE) 
2) 赤 =e = yd ie 中 生 代 > 
CD 
上 部 
See, ap FEA). 玉生 代 
下部 ; 
の 三 層 に 大 別 せ られ , 以下 之 等 を 下部 層 よ うり 順 次 記 逃 する 。 
1 堆積 岩 類 
(1) 伊那 層 下 部 一 伊那 層 下 部 は 所 調 従来 の 三波 川 及び 御 鋳 系 と 稀 せ ら 


れ て いた も の に 相当 する 変成 岩 類 で , 緑色 片岩 類 , 黒色 片 胃 類 及び 少 基 の 
石灰 岩 よ り 成 る る ので, PRIPERICHLCLORAICERE KL tS Hi 
する 。 RMN, FIBA CAM 4 料 の 幅 を 有する が , 責 に 行く に 徒 つて 溢 
ぐ く な り , 大 鹿 村上 青木 附近 か ら は 中 央 構造 線 に 沿 つ て 数 百 米 の 幅 を 有する 
CT, 上 村上 中 郷 附 近 に 於 て 消滅 する 。 西 方 中 央 構造 線 に 接する 附近 
は 最 る 変成 度 が 高く , 東方 に 行く で 徒 つ て 変成 度 を 減じ て 上 部 層 に 蘭 移 す 
る も ゃ の で ある が その 境界 即ち も 変成 部 と 非 論 成 部 と の 境界 は 走向 と 一 致 せ 
$, ZE10° Jh2820° の 角度 を も ゃ つて 次 る 。 本 変成 岩 類 は 伊那 層 の 下部 が 応 
区 域 変 成 作用 を 受け て 生成 され た も の で ある う 3。 本 層 の 一 般 走向 , BAR 
N15°~30°E, 25°~60°E で ある 。 本 層 の 主 な 構成 岩 類 を 論 明 する 。 
緑色 片岩 類 一 片 状 構 造 の 顕著 な 所 調 片 岩 類 と , 片 状 を 時 し な い 即 ち 変 成 
程度 の 低い 塊状 岩 も 併 を 一括 し て 緑色 片岩 類 と する 。 前 考 は 一 般 に 中 央 棋 
造 線 に 近い 部 分 に 分 布 し , 緑 泥 片 岩 , SURRUERIS, SRISYERE Lb & 
る が 局部 的 に は 塊状 の 部 分 が 見 られ る 。 後 者 は 北部 地域 に 放 て は 概ね 該 構 
FEROS VERDC HEMET SDS, 南部 地域 に て は 構造 線 の 近傍 に 厚く 発達 
する 。 緑色 塊状 岩 , 濃緑 色 弧 徐 塊 状 岩 , 粗 粒 乃至 中 料 塊 状 岩 , BOR, 角 
ROUSSEL OATH OMIA Lb RD, BMC RE Bt OM 信 


i ee a ee 

Bh Se LEK SL ARO BAC KS CRRA Reet obo 
DRS, OME eDEMRE HE, 8, BDCAS hE Lie 
きれ る 。 KEN REECE, 乃至 関 緑 岩 質 岩 を 原 岩 と する も の が 
多く, ECHR CHOTCENL, . 環 岩原 の も の も 多少 存在 する 。 A IE 
塩 の 東 に 見 られ る も ゃ の は 斑 橋 岩 , 煙 緑 岩 を 原 岩 & す る 。 大 河原 東 に 厚く 発 


達する もの は 角 関 石 緑 鎌 石 緑 泥 石 岩 に 変化 し て いる が , 原 岩 は - 凝 灰 岩 質 の 
LOLGDNS. APFROLOCHMELAL, MREHO LOOS, Kit 
右 岩 を 原 岩 と する も の が あり , WBOLOMEMEN CLA ONS. MH 
PENA, ANRC APRS RED R ON SES MLR 
BEREE IRE LTAIOCHA5. BAN, PRES CA-MENA を 
生じ て いる 箇所 が ある 。 


ify Pe mp gee eee kL ICE 、 


#, WHERE DINEDICREHBEPET SOC, BREACH 圧 
BAH CHAILL ASME. PRENBBUNEC EHS HH を 
産 し , BESRURRC EA CMDR <ZECMREERL TOSOD 見 
B12, ERASE OUMAMCRENR, BPN CHHMER ARR RE 
BOA, LARNER CLWHER ERA SNS. 

(2) 伊那 層 上 部 一 伊那 層 上 部 は 粘 板 岩 , SAORBLEEL, ZICAIK 
Bo 線 色 着 , 砂岩 を 挟 有 きす る る の で , 地域 の 略 中 央 部 に 北 々 東 の 方 向 を 持 
つて 庶 い 分 布 を 示す 。 走 向 は 北部 地域 で N10°~30°, (8 441450°~80° E 
Ch SPS, 小波 川 附近 で は "N20° ご 40°E, 20°~S0°H, で , それ 以 南 の 地域 で 
は N40°~50° 正 , 60°~80°E の 走向 令 狼 を 有する 。 局 部 的 に は 援 乱 を 起 と 
し て 殆ど 東西 に 近い 走向 を 持つ 所 や , 反対 方 向 の 傾斜 を 示す 所 が ある 。 

fae, BRE, 灰白色 , 灰色 等 を 量 し , MORRO x 
LWiSRSMiE KT EMD 50 一 般 に 砂岩 に 移行 する 時 は 灰色 を 帯び ,_ 


HM ICETT SBRR REBAR LO TCAMRMIC He ONS S ICH 


々 困難 を 件 う 事 が ある 。 
郊 板 岩 一 角 着 と 砂岩 を 任 つ て 産出 し , 黒色 乃至 RKEESL, BRICK 
離す る 事 が 多い が, 屋 々 不 規則 な 人 鱗 列 に 富む 箇所 が ある 。 | 
砂岩 一 一 般 に 石英 質 堅 硬 な 岩石 で , Itai, URES RL, MRL) EB 
Hees x OMELET SZ. RAISINS Vo 
右 灰 岩 一 角 岩 , 粘 板 岩 中 に レン ズ 状 を な し て 諸 所 に 兵 布 する が , 地域 の 


北部 ; 本 層 の 最上 部 近く ぐ の る ゃ の は その 発達 が 最も 良好 で ある 。 美和 村 Pr 


WE, 美和 一 伊那 里 両 村 の 村 泉 地蔵 獲 , 三峰 川上 流 等 に 於 て は 400 米 也 
% 600 米 の 厚 層 を な し て 北 々 東 に 走り , 南部 に 向 つ て 次 第 て その JAB 


fe Mss, i Pe ¥ = oe VA 
‘ . : = bs 1 7 2S ーー 


~ 
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減じ , 薄 層 と な つて 断続 する 。 主 と し て 灰色 , 淡 灰色 を 時 する が , BAIL 
SIE), 大 記 村 塩川 上 流 に 於 ける る の は 緑色 岩 の 薄 層 を 挟 有 し て 美 路 な ie 


AX SEL, 層 理 に 沿 つ て 薄く 鉛 離 し 易い , 屋 々 角 岩 , HRADWITRA, - 


FELT CMR LORS. PEREACLACR ONS, 場所 にょ より 珠 岩 と 規 
HIE LV AS & な し 層間 福 曲 の 著しい 箇所 が ある 。 ; 

Siem, Yue, BEBE EL, 角 岩 , Matec UY ARE 
な し て 兵 在 し , 叉 石灰 岩 中 に 屋 々 薄 層 を な し て 介在 する 。 本 地域 北部 に IK 
て は 広く 発達 する が 南部 に 行く に 従 つ て 縮小 し , 緑色 塊状 岩 , 緑色 片岩 に 
RAT So * 

(3) 赤石 層 (中 生 層 ? う 一 本 層 は 主として 種々 の 粒度 を 異 に する 砂岩 麻 
より 成り , 之 に 黒色 頁岩 の 薄 層 を 挟む が , ZORA 碁 だ し く , 不 
規則 な 形状 を 示す と と が 多い 。 MMIC kD 30 MIA 1 KOBBLE 
する 砂岩 , 頁岩 が 規則 正しく 写 層 する 箇所 も る も ある 。 一 般 に 地域 の 北部 に K 
CHM EBICEN, 頁岩 の 発達 は 悪い が , 南部 に 行く に 従 つ て か な り 厚 い 頁 
FPR LL CHS. WICKS MIRIO LODSCMBEO LDETH SBN, 各 
JB <t—iRICHATEAS EE CHS. KAS, BIKE, 淡 吾 緑色 等 を S 
L, BRICRA KEE R BORK EAZKART SOBRACH 4, LHS 
中 に 薄く 挟ま れる 頁岩 層 は 一 般 に BB OBAILML ( AIC RMT SHES 
い 。 砂岩 は 石英 損 の も の が 多い が 石灰 質 の る % る の る か な りあ つて 往々 Bike 
の 細 豚 が 網状 に 走 つ て いる の が 認め られ る 。 此 の 久屋 々 長石 質 の 砂岩 を He 
むず 部 分 が ある 。 質 は 堅 硬 で ある が 脆く , BAITIB AGKO ARC NS 
く , 赤 右 山頂 , (pW sa—-hZ2SORE CED, AIRZMIBOR 
所 で は 区 川 岳 西 側 の 如く 大 崩壊 を 起こ と し て いる 。 本 層 に は 又 石 灰 岩 , 角 
HERBIK BEER L, 特に 小 濾 川 以 南 の 西部 に 多い 。 石 灰 剛 は 上 村 北 叉 
ROMCL A, 木沢 村 大 野 及 び 和 田村 に 比較 的 良く 発達 し , Bit BURCH S 


AS, REL CHET CHE ( LP BIDAOMM IGRI Ter, ARIS 東北 部 ・ 


に 於 て は NS'~30" E 30°~80° SE DFE PUBS OMAR AEA RHIC IS C 
は 走向 が 一 悦 東 に 偏 し , N40°~COEZAT. fede, 灰色 の る の 
ts 赤色 の も の と が あつ て , 神 の 石 , 大 野 附 近 に は HS, 木沢 村 阿 島 , & 
老 渡 , 和田 村 及 び 大 鹿 村 広 河原 小屋 東方 に は 後者 が FEET 3 FERRE 
ES , BoeaVE, 和田 村 等 に 分 布 し て いる 。 木沢 村 の る の は RHA L 
し て 利用 じ 得 る が 如き を 込 て 今後 注意 する 必要 が ある 。 


本 層 の 村 成 岩石 及 びそ の 岩 質 は 九州 外 帯 の 究 芸 川 層 , 四国 地方 の + Ae 


続 の も の に 類似 し , 之 と 庁 比 し 得る 可能 性 が 大 きい 。 本 層 と 上 部 伊那 層 と 
ORCI GER IAEA O TED D BIE, FRG CLL AIC 


roms ven 

ie ke 
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する も の と 思わ 履 る 。 此 の 関係 は 古 生 層 上 部 か ら 価 羅 紀 下部 まで に 及ぶ 一 


連 の 堆積 層 で ある 三宝 山 層 群 に 於 ける 秩父 古 生 層 と 斗賀野 層 と の 関係 に 類 
似 し て いと る 。7 万 5 千 分 の 1 恵那 山 図 幅 り ) に 於 て 上 部 古 生 層 中 の 砂岩 及 
OFERTAS PAO RV HST LIABEICM MIR ECHL Moc, Bw 
NVCAORAERLICHEATS. MAB 岩 質 上 北上 山地 岩手 県 下閉伊 
郡 小 本 村 附 近 の 岩層 や と も ゃ よく 類似 し , BESAB MRM PICKS 
中 生 層 の 紅 い が ある こと と は 本 に 発表 りり し た 。 本 層 は 赤石 岳 に 標 式 的 に 良く 
発達 する の で 赤石 層 と 命名 する 。 

(4) FRE? て ( 下 想 紀 物 部 川 統 ) 一 赤石 山系 の 西側 に 北 々 東 の 方 向 を 
FEO CH SPRIC ARL CRM T SLOT, BC LD AERICRT Sb の 
と し て 知ら れ , 主として 石灰 質 砂 岩 , EAE, MESKD Rd, 場所 に 
より 黒色 頁岩 , 石灰 岩 等 の 薄 層 を 挟 有 する 。 上 伊那 郡 美和 村 和 笠山 南方 , 2 
料 の 小黒 川 流域 で は , 本 層 に 不純 な 黒 灰 色 石 灰 岩 の 薄 層 を 兵 有 し , 多 RO 
介 化 石 の 破片 を 包 有 する 。 叉 之 に 接する 砂岩 中 に は 三角 介 の 化石 が 見 られ 
So RAN PRALA 2 料 小 黒川 に 沿う 林 用 婁 道 の 切 割 に 於 ける 二 層 は , = 
EL CHE ED RD AAR OFE HERE, HRESOMESRAAL, 
層 理 に 平行 に 断続 する レン ズ 状 の 黒色 頁岩 , 石灰 岩 等 を 挟ん で いる 。 TH 


等 は 緑色 岩 に 挟ま れ N30°~35°E,40°~85°NW ZR. PATHE 


に K 於 ける 林 用 暫 道 の 功 割 で も る, 厚 さ 100 米 乃 至 200 KOASBAHEHIC 
PREM CHWS SZ, ELL CHEO MRE TS 塊状 の 砂岩 層 LOR 
0, ZEARAWSICBAT HM CHEAT OUARHSENS. 2A 
SAIC AT SHB IARI BACH, MoBRE ELT BREL, 
その 走向 は 古 生 層 の 走向 と 殆ど 一 致し , ANL—-MICACH 4. £0 西側 
は 断層 に ょ つて 断 た れる も ゃ の と 推定 され る 。 


2 火成岩 類 
本 地域 に 属す る 火成岩 は 概 枢 岩 , 蛇 紋 岩 等 より な る 超 塩 基 性 岩 を 主 と し , 
CHSCHOCHE a, 交 緑 岩 を 若干 産 す る 。 と れれ 等 は 大 部 分 伊那 層 下 部 
EEC GRADS, 特に 黒色 片岩 と 緑色 片岩 類 の 境界 部 附近 に 多く 見 られ 
る 。 略 整合 的 な 貫入 体 で ある が , 上 青木 等 の 岩 体 は 非 整 合 的 で ある 。 
hEgtE— SANS, に 大 き な 岩 体 が 見 られ る 他 , PEN ABA, 


1) Ase, 7 SPS の 1 BUNA, HAS 
2) 石井 湾 彦 , 植田 良夫 , 山岡 一 雄 , 山 江 徳 載 , 岩手 県 田老 町 附近 の 聞 質 及び 岩石 , 
pes 37 &, 第 2 号 , 1953 


3) 同上 
4) 脇 水 鉄 五郎 , 信州 壮 和 村 の トリ ゴマ = マ の 化石 ( 雑 報 ), HOPE, O48, 65 8-, 眼 治 32. 
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HOUMA ETS. CHUM E ET MERE 輝石 
a6 D Reha ae IE CYT bye 
RES, BORE, PRS — Zi Manic Beit Hiaeen ee 
SKM LEA, 同和 沢井, LAVEICZ OKABE AONS. LBRO 
PARISH EROREHB ERS, 厚 さ 150K~ 200K CRORES 
体 で , BARES, bees, 輝石 岩 , 輝 緑 岩 を 構成 岩石 と し て いる 。 有 又 本 岩 は 
Cee Ee AE, 一 部 蛇 絞 岩 中 に = タケ ル を 含む 磁 鉄 鉄 の 団塊 を 産 
する 。 BHO RACMABPEEE LL, 蛇 級 岩 , HEIRS 2 (25 0 
FEHB ES TS ee ee 


111 地 HS 造 


本 地域 の 堆積 岩層 は 中 央 構造 線 よ り 東 する に 従い 順次 上 部 層 を 重ね , B 
に 中 生 層 の 紅 い を 有する 赤石 砂岩 層 に 移り , 一 見 単純 な 単 斜 構造 を 為す る 
の い 如 くく 見 られ る 。 然 し 本 地域 は 本 邦 ほ 於 ける 造山 帯 中 軸 に 相当 し , 造山 作 
用 が 最も 強く 働い を 地域 で あつ て , AHORA, MAH, 走向 断層 等 を 多 
数 有する 複雑 な 禁 瓦 状 構 造 を な する の と 思わ れ , Rs Cee awe BT 
る も ゃ の で ある う 。 伊 那 層 下部 の 変成 岩 類 は 僅か で は ある が 、 そ の HEME 
向 と 終 交 し , 叉 その 変成 度 は 走向 方 向 に も 強 器 が あり, 上 部 の 方 向 に 進む に 
従 つ て 次 第 に 変成 度 を 減じ , 未 変 成 信 那 層 上 部 に 移 財 する LOCH So TE 
つて 直 地 域 に 於 ける 所 調 従 来 の 三波 川 , 御 疹 鍵 層 に な る る も の は , 伊那 層 の 
比較 的 下部 に 位 する 一 部 が 広 区 域 変 成 作 用 に ょ つて 変成 し た も の と 認め ら 
れ ,・ その 聞 に は 明 膝 な 境界 , 断層 等 は 認め られ な い , 静岡 県 磐田 郡 二 人 町 
附近 の 三波 川 変成 岩 類 と 不変 成 秩父 系 と の 関係 り る 両者 整合 と 解職 され て 
いる 。 RRNA PAS © ah anc Ib i FIC HEAL LO CHIC 基 西 部 
ASBVGIC KO CWO BS He ARR CH AS > PER 1d oh SAIC 
PYRE TR AREER CH SAS, ZORBEREICIAD prike, 地蔵 貴 等 余り ah 
の 進ま な い レ 起 伏 に 富ん だ 地形 を 残し , 比較 的 新しい 構造 線 で ある と LER 
ERIC, と れ に 沿 つ て 最近 乱 多少 の 運動 が 続い た る ゃ の と 思わ れる 。 要 する 
VC YORE ERIS PR REA PEC A) TER ANP LOCH SD, HORE IC 
呈 つ て 活動 し た 事 を 示す も の で あり , へ レフ リン タ 状 片岩 も 本 構造 線 E 浴 
OURHIL, 更に 基 の 後 で 片岩 COR LOCH BH も 本 構造 線 の 活動 が 
一 度 に 止ま ら な か つた を こと と を 物語 る る の で ある 。 


1) ~ 西南 日 本 結晶 片 輸 グル ー プ , BR ea ERBIONTIE D= EZ & ARE 
成 秩父 系 , 地球 科学 , 13, 1953 
2) 小林 貞一 , 日 本 地方 地質 誌 総論 , 1951 
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IV = 約 


以上 を 要約 し て 従来 と 異な る と 思わ れる 点 を 人 挙げ る と , 

1) 結晶 片岩 層 は 秩父 古 生 層 の 一 部 分 の 変成 岩 で あつ て , 上 方 に の みな ら 
子 層 向 の 方 向 に も 未 変成 岸 に 移 過 する 。 即 ち 変成 帯 は 地層 の 層 向 LARS 
る 関係 に ある 。 二 変成 岩 は 四国 の 夫 に 比 す れ ば 更に 上 位 に 位 す る も の で あ 
り 従 つて 緑色 片岩 類 は 当 呼 の 火山 活動 の 末期 を 代表 する も の で ある 。 

2) 赤石 山系 は 従来 全部 古 生 層 と 見 釜 され て いた が 四国 に 於 ける 斗賀野 
層 , 九州 に 於 ける 安芸 川 層 り と 同様 , 中 生 層 が 存在 する も の らし く 赤 石 選 
ELKORBKTCH So 


BBW REO HME Ce 
Petroleum geology of the eastern foot of Chokai volcano 


田 — # (Kazuo Taguchi) © 
by 部 正 # (Masahiro Abe) 


Abstract: With the purpose for explotation of petroleum and 
knowledge on the geological structure of the Tertiary rocks lying below 
the Chokai volcano and its detritus in the region bordering both Akita 
and Yamagata Prefectures, the writers made geological observations 
‘during the summer of 1951. As a result, five formations were recognized; 
these in ascending order are the, Nikko, Nadakayama, Harigaoka, Ugui- 
sugawa and Nigorikawa formations. These are thought to correspond to 
the so-called Green tuff of authors, the Onnagawa shale-, Funakawa 
shale-, and Nomura grey shale formations and the Wakimoto formation 
of siltstone, which are developed in the oil-fields of northwestern Japan. 

The geological structure of the surveyed area is shown in Figure 1 
and 2 in the text. 

The anticline developed in the vicinity of Yunosawa is cleaved with 
many faults in different magnitudes and thus its structure is not simple, 
and, northwards the anticline dies out and its structure is no longer 
recognized, owing to being blanketed by the volcanic detritus of the 
‘Chokai volcano. 

Although the development of the Onnagawa and Funakawa forma- 
tions, which are generally accepted as being the source rocks for petro- 
leum, is good, the lack of favorable structures for petroleum, makes it 


desirable to encounter test drilling. Since in the Yunosawa anticline 


1) Aas, 7 万 5 FO | EMRE, A 14 
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are found both gas and oil seepage, the probability for oil production is 

_ not altogether improbable. However, owing to the northern part of the 
anticline being blanketed by the Chokai volcano detritus and to the 

-structnre being unrecognizable, further studies are required necessary. 


1 序 言 

本 報 次 は 昭和 26 年 日 本 鉱業 株 式 会 社 よ り 故 入 木 次 男 教授 に . 依 嘱 され 
Yoo 秋田 山形 両 県 に 路 る 鳥海 火山 東 柳 地域 の 地質 調査 り の 結果 を と り ま と 
め た も の で ある 。 調査 は 故 教 授 の 指導 下 に 直接 筆者 等 が 分 担 し , 昭和 26 年 
7 月 中 色 よ り 9 月 中 包 に 堅 り 地域 北部 を 阿部 , 南部 を 田口 が YL Ro 

従来 より 本 地域 に は 多数 の 石油 霞 頭 が 知ら れ , 殊 に 調査 地域 外 南 西部 に 
鳥海 油田 が 開発 され て か ら は , と の 地域 の 油田 可能 性 に つい て 多数 の 人 々 
か ら 注 目 さ れ て いた ぷり 。 本 地域 一 部 の 地質 に つい て は 北部 に 村山 賢一 技師 
の 矢島 油田 が, 南部 に 三 土 知 芳 技師 の 和 飽海 油田 調査 等 や が あり , 鳥海 火山 
に つい て は 中 島 欲 三 氏 の 報告 の が ある 。 RULHACHS Be KUL 
被覆 下 の 第 三 系 の 地質 及び 地質 構造 に つい て は 殆ど 不明 の まい に BAN, 
石油 地質 学 的 見 地 か ら の 地域 全般 に 臣 る 地質 調査 は 全く な され て いな か つ 
as 

SP ORMAICH Tid k LUE RE FOV ESE ICOM TC RA 
L, BCLS OREROMAMARUM ARE HER T Sc LAS HK 
た を 。 倫 検 討 を 要する 点 る 多々 ある が 此処 に 一 応 と り ま と あめ て 発表 する 。 

調査 に 当り 多大 の 御 援 助 を 賜 つ た 日 本 鉱業 探査 部 の 石田 義雄 , 石崎 正義 
URAKERORR® 現地 に 於 て 援助 を 仰い だ 酒田 矢島 営 林 寿 関係 の 各位 に 深 
ぐ 感 謝 す る 。 赤 化石 鑑定 に 際 し て は 畑 井 小 席 教授 に 多大 の 労 を oreo Me 
処 に 併せ て 深謝 の 意 を 表す る 。 


1) 秋田 県 直 根 油田 地 和 質 調査 報告 (PEAC sb), 昭和 26 年 

2) 本 調査 は 主として 上 記 の 期間 中 た に 行わ れ た も の で ある が , その 後 昭和 27 年 夏 
再 検討 の 劉 更 に 調査 を 継続 し た 。 

3) 兼子 KB: GRAIL KRI A, 1952, p. 184 

4) MWB > ARES Se ROWS, AE 11 年 

5) SSS ; UPR RAR OFC, 昭和 14 年 

6) 細井 Bh; BeLURSEh A 調査 報告 (PEAC MS), 昭和 26 年 

7) HERS ; 震 災 予防 調査 会 序 告 , 第 52 号 , BAEK BAYA 39 年 

8) 昭和 19 年 及び 20 年 , 小西 泰次郎 , REM, ik HERS ORARIC EL OH 

_ 害 を 目的 と する 直 李 村 附近 の 地質 調査 が 行わ れ た が 未だ 公表 さ れ て な い ( 元 地質 

調査 所 技官 齋藤 邦 三 氏 談 話 と た よる 2。 

9) APL AAC RAL Cc Lace RIC LOBED A DNROMEELD A -AIBTERS, 
山県 太郎 ; 秋田 県 直 概 油田 地質 調査 報告 (PEAC 報 告 書 ), 昭和 、26 年 
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PSIG EAM RO FICHE DIS FROM ME (Nikko 
Formation) か ら 最 上 部 の 濁川 層 (Nigorikawa Formation) まで 一 連 の 連 
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1) 
. £On Ka, 
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Bk a Be, 


日 向 層 (Nikk6 Formation) 主として 著しい 火山 性 堆積 物 か ら 成 り , 


(a) 青 沢 玄武 岩 質 (安山岩 質 ) 
(c) IRAVEIK SMCS a 


ALS 


) 2508 RBUK EB S, 
Wet iCant en, ER 


uli 


(b) 


まで の 資料 に よれ ば 各部 層 は 交錯 関係 に ある も の と 着き る リ D。 


(a) ep 岩 質 ( # 


形 県 側 に 分 


cle) 集 塊 岩 及び BUSA 
LHI, ATI, 


eto, 山 


日向 川上 流 で 標 式 的 で 見 られ る 。 地 域内 で 
NN 
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黒色 , BORMER AS SINE O b, 処 に より RAO MEIC 
れ , EBBIC I RRGBIC EB ) PCEIC RAL, BA liek 挟 在 する 。 

(b) 手 代 沢 緑色 北 灰 岩 部 層 赤沢 川上 流 竹 代 沢 附近 に 標 式 的 に 発達 し , 
層 厚 は 500. 米 以上 と 推定 され る 緑色 の - eee BO SIR RT 
か ら な り , 多く の 安山岩 小岩 豚 , MSR BMA ite Bantyso 
一 般 に 下部 は 角 奏 質 凝灰岩 。 Leite HKAR ARRAS 岩 互層 か ら な り , 
上 位 層 の 硬 人 BEL IBIC HTS + Se ARR BICE ‘it 角 関 石 を 多量 に 含み 識 
NA wCH So FRCL HME EL ALONE, SMH, BIER 
め る 。 - 

(Cc) RABRKARE ROSAS 地域 北東 方 に 発達 し 上 位 の 名 高山 層 こ 
と は 洛 移 関係 に ある が 一 般 に 断層 を 以 て 接する 。 北 灰 岩 , eae, 集 こ 
塊 岩 か ら な り , 中 部 より 上 部 に は 小 灰 質 砂 岩 , He, 砂 頁 質 央 の 写 層 を 介 
在 し , 中 喰 附 近 に 於 て は 北 灰 質 砂 質 頁 岩 , MROWEE REL, BER A 
RA, JNARPAER AO BK ADE BIC Bb e BL, Cardita siogam- % 
aensis Nomura, Chlamys sp., Dosinia kaneharai Yokoyama, Lima 
sp., Lucinoma acutiliniatum (Conrad), Patinopecten Kimurait (Yo- — 
koyama), Patinopecten protomollitus (Nomura), Schizaster sp., Tera- 
bratalia sp. etc. ¥4B%, RAK AME ROW EME Lko 手 代 沢 緑色 
凝灰岩 部 層 と 共に 比較 的 酸性 の 火山 岩 超 源 の る の と 認め ら 邊 , 名 高山 層 に 
Wt る 関係 か ら ぞ の 層 位 上 の 位置 も 大 状 な い ぁ の と 認め られ る が , 地域 内 

で は 両 部 層 の 娠 凍 的 つなが り を 直接 観察 し て いな いこ と こと, FIVE IC 
は 著しく 角 隊 石 が 多 ト が 本 部 層 に は 認め られ ず 寧 ろ 黒 雲 坪 の 認め ら 必 る と 
と ど 等 が ら 一 応 下記 の よう な 区 分 単位 どら て 取扱 つて お く ゥ 。 

2) fei (Nadakayama Formation) 所 主 板 状 硬 綿 頁 岩 を 主体 と 
する が 山形 県 日 向 川 上 流 史 山 附近 に 於 で て は 本 層 上 部 玄武 岩 質 集 塊 岩 り が 
発達 する 。 従 つて 下層 を (a): 名 高山 硬貨 頁岩 部 層 , (b) KR eae 
岩 部 層 の 2 部 層 に 分 けた 。 

(a) 名 高山 硬質 頁岩 部 層 地域 北東 部 か ら 帯 状 に 南部 に 伸び , 赤 浜 川上 
流 に 於 て 東西 走向 に 変じ , 更に 直接 の 追跡 は 困難 で ある が 山形 県 日向 川上 
流 大 和信 重 川 , 小 信 重 川 附 近 に 分 布 す る 。 標 式 地 と し て は 矢島 町 北方 名 高山 附 
近 一 帯 で その 層 厚 概ね ね 450 KEBL RARIR AMA RU 砂岩 部 層 を 整 
SACRE So 所 調 球 質 頁 岩 或 い は 板 状 硬質 頁岩 を 主体 と し て 所 に より 
WBE, BRAD EOMELREL, 石灰 質 或 い は 東 質 の 団塊 を 有 す - 


1) その 上 随 は 不明 な の で 麻 位 の 位置 は 決定 出来 , 一 花 名 高山 礎 に 属す る 一 部 麻 
と に じ で 取 折 つ で お くく こと と する っ 。 
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EEE] (andesitic) 
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る 。 JIAAPERIE A: © ERM LEE (Momo-yake) に 於 て は 次 第 に 
ESRB CRRD 黒色 泥岩 相 と な り , その 層 厚 も 増加 する よう に 
認め られ る が , TOC LIARS EBRD S 問題 と Bons”. A 
MEYER SEA FILOWRAR BALE MES % が 一 部 次 
錯 関 係 に ある 如く 認め られ 今後 の 調査 に より 正確 を 期し た い "。 

本 層 は 秋 田 県 川内 村 , ARNE Ct «Sees lc LOR AS 
i, 叉 南部 日 向 川 上 流 で is * HL OREO a Iki kv BBORR 
PHA DNCBAM 511 Zo a Tage. 
mtb) 21 PRAMAS H FANLERORUIAE ARR CB JL 
YO に 標 式 的 に み ら れ , 上 述 の 名 高山 硬質 頁岩 部 層 を 被覆 する と 共に 一 部 
It FROLRIRGHORKE WEY RET 2. RMA LE ERSBR ISA 
安山岩 質 の 集 塊 岩 , BSH Db 0, 同質 の 岩 床 岩 腺 を 伴 つ て いる 。 
3) 針 ケ ケ 岡 慎 (Harigaoka Formation) 地域 北部 矢島 町 及び 矢島 町 北西 
方 に 標 式 的 に 発達 し , 名 高山 硬質 頁岩 部 層 よ ょ より 滴 移 了 する が 山形 県 井田 , 北 青 
- 激 附 近 に 於 て は 断層 を 以 て 接する 。 そ の 層 厚 は 直 根 村 附近 に 於 て 概ね 490 
米 を 算 す る 。 本 層 は 主として 所 調 黒 色 泥 岩 か ら な り BARE, BREADS 
等 の 薄 層 を 挟み , 上 部 に 向い 次 第 に 砂 質 となり 上 位 の 党 川 層 Okie ati) 
に 潤 移 する が 、 北 部 矢島 町 附近 葉 沢 川 で は 北 灰 質 砂 岩 薄 層 を 以 て その 境界 
と し , 直 根 村岡 田代 附近 で は 安山岩 質 集 塊 岩 を 同 層 準 の も の と 認め て と れ 
を 境界 と eres id 

4) 井川 層 (Uguisugawa Formation) Bo bRAL AGES PE IC SR BIC 
Speen ee 

EUR Ee PEET So BLL CKD 5k Dd PMBIC 凝 灰 質 砂 

0 JB 3 BGRSL, 上 部 に 向い 次 第 E 砂 質 と な りり, 凝 
灰 質 砂 岩 砂 質 頁岩 の 主 層 部 分 る 挟 在 する 。 上 位 の 濁川 層 と は 地域 の ALA 
BETES HS-CILARE MAIS COM) & DICH 2 L Pea EEBICHA CATER 
を 認め あて いな い 。 本 層 は 北 か ら 南 に 向 つ て 層 相 を 異 に し , 北部 は 所 請 灰 色 
泥岩 を 主体 と する が , 南部 沿川 上 流 島 海川 に 於 て は 次 第 に 容 山 岩 PARE 
砂岩 集 塊 岩 の 発達 が みか られ 同時 期 火 山 活 動 の 存在 を 示し て いる 。 


1) 還 部 正宏 は この 点 に 注 LEE O AEE AL, BIEL L-COM 
UA RS Seton Sens ST Do fC OND BER KIC OC 
Lo egies BIT 2 Beye sti EO Sea BIC OV ve 3B 
めで いる が な が , SIC HH] eH ARERR KH L BEAT Z PRES FIC OV CHER 
BBaaic bP Leake RCA OBES RICK 6 月 例 会 
GES), 昭和 28 年 ) = 

2) HORROR OROMAIC LO, この 頁 田 礎 は 豆 に 新庄 盆地 内 % 窓 韻 的 連続 を 由 


する こと が 九 明 し た 。 
Ee Stale i g 車 要 な 意義 を 持つ も i 此 の 詳細 


TT 


a 


ee CR ae Se i 


5) 濁川 層 (Nigorikawa Formation) 地域 北方 子 吉川 西方 に 僅か に 填 
出す る に 財 ぎ な い 。 EROBBDEMEL, 上 部 は 火山 岩 性 堆積 物 で 被 
Banos. ABELL CRKARKAOGE MARKEOWHE 2 - 
か ら な り 砂 岩 , BRAS OMBE S PGES So EMICH 砂岩 質 と な 
Aye | 4 
6) SOR ARDS Re S IB RIC L REL, 特に 鳥海 
Jil, FEF (Zinego) Ji, FR HMICH CHL, St 岡 附 近 に は 泥炭 の 
WBE ICHET 4, ACHE, 及び 粘土 層 か ら 成 る 。 aes 

沖積 層 は 地域 の 北部 矢島 町 附近 子宮 川 流域 に 主として 発達 し て いる 。 


3 Rw Se 
ARO EAKIE MICO CHET S, HABER 玄武 岩 質 集 塊 岩 部 
etic, Bx RMMDAMREt KL Che VEER AREAS Be 
HL, Lei. BRRE RTH RCRA Es 認め られ る 。 FRM 
KReWEICt CHER RUAROARARMREES あり, RABIKA 
BB RUW EAE PIC SBR BT RU AAR ABAD 5IVS | = 

ZS \UBRICAB, BRRE kL Cm CE *ASRARA EAS 認め 
られ , aiRUERECEE DEBRIZRHRARELBWMASAS < HIRE SS 
1S SES BRA RE PICKEBE SE LOMEREN 7, 日向 川上 流 の 
AE BIC KEAL SUH ZR ORKMROB REARS 5S)” ep 
合 (Koyanodai) [Hi ICR E KL CHT SKIL AIPA ARE O he CE 
検討 を 期し た い 。 

Sle MS Pict * LAOS RAR HARD GEO LOBRSNS が 
産 状 明瞭 で な く 上 且つ 小 露出 を 認め る に 過ぎ た な い 。 

新 期 の 鳥海 火山 話 岩 類 で つい て は 中 島 欲 三 氏 の 報告 に よる も の と な 大差 
な く , 従 つ て その 用 いら れ た 名 笑 を その を ま ょ 継承 し た を 。 今 回 の 調査 に 於 て 
は 僅か た に その 分 布 状態 を 多少 訂正 し た に 過ぎ な い 。 地 域内 に 分 布 す る も の 
を 甘 の 噴出 順序 に 従 つ て 挙げ れ ば (a) 平沢 妖 岩 , (5) kobe va, (c) 小 
jee, (d) KOA, (ec) MIURBO 5 種 で ある 。 CHhbEKReomMc 


i) これ ら の 次 長石 を 含む 火山 岩 類 た ついては FAMED Si Aan iReC 
する 含 克 長 夏 火山 岩 類 に つい て で て” と 題し て 日 本 地質 学会 東北 表 部 秋田 部 会 昭和 
28 年 1 Ale CHIL Ico 

2) APIRES HIER SRR Nie BETS GO 新 世 代 火 山 岩 に つ 
いて で 注目 し その 火山 活動 喝 を 線 括 的 た 述べ て いる <〈 昌 本 地質 学会 , 東北 表 部 6 月 
(lS GRE), HAAN 28 年 ) 

3) _ 中 島 欲 三 ; Bee 
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DVO CEA CRAMT Bo ee 
Avi PEO PEIC OV CAEN PCH り 後 日 稿 を 改め て ite 
い 。 


4 地質 構 知 

地域 全般 の 地質 構造 を 概観 する と , 地域 北東 部 山地 及び 秋田 山形 の 県 境 : 
山地 は 主として 最 下 部 層 で ある 日向 層 に より 構成 され 略 々 南北 に 伸長 す 
る 。 根 村上 直 根 附近 に 於 て は 条 東 西 走 向 を 示す が 南 に 向い 再び 南北 走向 
_ を 示す 。 地 域内 の 福 曲 , 断層 系 る 率 ね 上 玉 の 方 向 性 と 一 致し , 地域 北部 及 . 
OPMBICR CLITORAL KBODO] MA, 断層 の 繰り 返し 
が 認め られ る が , 地域 東方 中 央 部 は 比較 的 緩 漫 な 向 斜 構造 を な し て いる 。. 
本 地域 の 構造 上 の 最も る 腎 著 な も の と し て 地域 西側 を 南北 に 終 走 する 断層 が : 
挙げ られ る が (系 沢 断 層 と 命名 する ) う , と これ は 日 向 村 附近 に 於 て 明瞭 な 逆 
転 を 示し , 更に 北 に 伸長 し て その 一 分 岐 は 湯 の 沢 断層 (後述 ) に 連繋 する 
LDEBZONS, 上記 構造 線上 に 沿う て 存在 する 湯 の RES Gea) 部 

に は 地域 南部 の 日向 層 が 断続 的 に 北 に 沈 隆 し つ ヽ その 洪 在 構造 を 形成 し で 
いる も の と 思わ れる 。 次 に 主 な る 構造 の 各々 た に つい て 逃 べ る 。 

a. BILE SHE 。 略 々 南北 性 を る つて 並 走 する 3 HA 2 
MASA GN, 背 斜 罰 は 一 般 に 西方 に 急 , 東 方 に 絵 で ある 。 名 高山 附近 を 通 
る 一 背 狼 は その 東側 を 南 に 走る 名 高山 断層 に ょ つて Mian, 名 高山 断層 
は 派生 的 に 東北 東方 向 の 断層 を 件 い 北側 の 陥落 を 示し て いる 。 日 向 層 沢内 
杉 灰 角 克 岩 及び 砂岩 部 層 と 名 高山 硬質 頁岩 部 層 と の 境界 附近 に は 略 南北 方 
向 に 走る 坪 測 断層 が ある 。 琴 洋 附近 で 一 部 穫 子 川 に 沿い 北 * 西 より 南 々 東 
に 向き を 変 を る が , 沢内 北方 の 数 ヶ所 に 於 て その 断層 面 が 認め られ る 。 

b. 地域 中 央 部 湯 の 澤 近傍 地 席 。 直 根 村 板 平 (Itabira) 南 方 を 略 々 南 
北 に 湯 の 沢 形 鈴 が 走り , 名 高山 層 最 上 部 を 項 部 と し , pee 50 FARO 
Maral, 東 誰 は 前 述 の 湯 の 沢 断層 を 伴 つ て いる 。 軸 面 は 西念 任 を な し 
_ 上 時 核心 部 は 断層 に よ つ て 撰 乱 まさ れ て いる 。 前 逃 の 如く 本 背 代 は 南部 か ら 
) 北 に 沈降 し て いる 日 向 層 手 代 沢 緑色 涯 灰 岩 部 層 の 潜在 的 構造 に 支配 され な た 
る の と 考 を る 。 

Cc. 地域 南部 日 向 , ABNHE 本 地域 の 南方 に た 於 て は 最 下 部 の 日 向 
層 が 波状 補 曲 を 肛 胎 し つ ヽ 出羽 丘陵 の 核心 部 を 構成 し り , ARIE DE IC 
て 北 に 沈降 する 。 そ の 西側 は 屋 々 遡 断 層 を 任 い 閣 か 南方 の 山形 県 東田 川 郡 


1) 7NPR ASE, 田 ロ ー 雄 ; 山形 県 新庄 盆地 司 縁 部 の 池田 地 和 質 調査 報告 (PEAC 幸 皆 ) 
昭和 24 年 


ioe pies evil! = EP 
ee aes ate care 
st 


a ae 報 - ei a eas 139 


立 谷沢 村 附近 か ら 追 跡 さ れ り , 北 青 沢 断層 に WHS 2, AigtOR ¢ AS 
は 北 青 沢 北方 の 沢 に 於 て 約 60 度 の 東方 向 傾斜 を る つて 逆転 する 事実 が 認 ) 
め ら れる 。 そ の 一 分 TIATED (AOL (Shunomata) 川 附近 に 於 て 湯 の 派 
Pe (CeL, BBM RAS Lk b pac FSIDCHA5, SRL 

UL MS PAACIC 18 S SELASSIE REE eS RSS 

10 度 新 後 を も つて 分 布 せ し め , を の 構造 は 更に HOARE RACIAL 

に 続き と 地域 構造 を 大 きく 支配 し て いる 。 


5 石油 硫 床 上 の 諸 問 題 に つい て 


序 言 に 於 て も 玉 べ た 如く 本 地域 に は 旧 く か ら 数 多く の 油 徴 が 発見 され , 
その 主 な る も ゃ の は (a) 山形 県 爺 海 郡 日 向 川上 流 ( 訪 の 俣 川 流域 〉 , (b) pk 
甲 県 由利 都島 海川 流域 の 板 平 (Itabira) 附近, (c) PKR FURBARA IR 
(Akakuzurezawa) 附近 に 認め られ , 一 般 に 油 徴 そ の も の の 規模 は 大 きい 。 

(a) Wen fea ie ( 鹿 の 俣 川 流域 〕 日向 川 正 流 痢 の 伺 
(Kanomata) 沢 附近 の 赴 頭 は 青 沢 玄武 岩 質 安山岩 質 ) SE webice 
染 し た る ので, と これら の 露頭 は 恐らく 北 青 沢 断層 の 破砕 帯 中 有 床 胎 し た る 
の と 認め られ , 石油 の 移動 集積 機構 は 不明 で ある 。 従来 の AYE RS ED. 
見 地 か ら は , 北 青 沢 断層 に より 石油 母 岩 と みな され る 名 高山 硬質 頁岩 部 層 
が 地下 に 潜在 され て に いるか, 或いは 青 沢 去 武 岩 質 (安山岩 質 ) 集 塊 岩 部 層 と 
名 高山 硬質 頁岩 部 層 と が 交錯 関係 に あり , 谷 下 部 に 硬質 頁岩 相 が 発達 し で 
いる か の 何れ か ヾ 才 を られ る 。 後 者 の 関係 に つい て は BA, 川内 村 附 近 

に 可 成り の 層 厚 を 持つ 黒色 泥岩 相 (名 高山 層 》 が 発達 し て に る と と , 日向. 
川上 流 の 硬質 頁岩 相 (名 高山 層 ) が 青 沢 玄武 岩 質 LWA Ses 

& ES BIKAR L な が ら 山形 県 最上 郡 安楽 城村 に 広く 連続 発 幸 し て いる & 
と が 注目 され る 。 

(b) 秩 田 県 由利 郡 鳥海 川 流域 の 板 平 附近 鳥海 川 流域 板 平 附近 の 露頭 は 
FRANC ABORBSHICIRIAL EL OCH AN, BAS ADI we IC より 
MED A CS OES <BR EICHOCKMLKLDCHAS, BORE 
付 は 湯沢 温泉 附近 の ガス 産出 状態 , PORE O BIRDS PF BIC Sh 
層 存 在 の 可能 性 は ある よう に 考 を られ る が , 鳥海 火山 噴出 物 が 近く に 広く 
分 布 し て いる た 構造 は 推定 の 域 を 脱し な い 。 今後 の 詳細 な MAH tae 
等 が 望 ete ale 

(C). KER BABAR AWRORML BHAA ORAIC £ bl, 
PRELEVBAK CHIE 6D CREA EBRD TS EK, 矢島 町 附 - 


1) AO ie ; LLC STEERER OIE ee (PEACH), HERI 23 年 
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Re “ae \ sex. < aed p22 


BABOB RES Bas se 


近 の 小 背 斜 群 に つい て る ゃ 同様 の と と が 育 を よう 。 


要する に 本 地域 に 於 て は 石油 母 岩 と みな され る 硬質 頁岩 , 黒色 泥岩 の 発 
達 は 良好 で 特に その 層 位 上 の 位置 は 明確 で は な が , 直 根 村 態 坂 附近 に 於 
CHRD OBEY HOMERS 乃至 黒色 泥岩 相 が 発達 し , と これが 更に 新庄 
盆地 内 へ 娠 間 的 連続 を 有 し て いる こと EAR RS LEB TNA AC あろ 


う 。 


然し 集 油 構造 の 見 地 か ら は 一 般 に 希望 了 的 で な く , MORN BTS 
点 は 存在 する と し て る 経済 的 石油 嘩 閑 の 期待 は 難 か が か し い 様 に 思わ れる 。 


最後 た 御 生前 


数 々 の 御 懇 息 な 御 指 導 を 賜り 上 呈 つ 本 調査 の 機会 を 与え そら れ た 故 


NKKRRBELICH LEA CHIR RT Do IE * BARE Oe MRAM BIC 
RAT So 千本 研究 の 一 部 は 六部 省 科 学研 究 費 に た ょ る も の で Mica lc 謝意 を 表 


TBo 


+ i SBR SHA OMB T GLO2) 


Geology of the Western Parts of Isawa-gun 
and Nishi-iwai-gun in Iwate Prefecture (II) 


dk AY 信 (Nobu Kitamura) 


gz iE & (Masami Tani) 
3h Ae 


AROMA HE eS SIC4b, Ze 3 つの 地質 構造 区 た 大 別して 
夫々 の 構造 に つい て 考察 し て みる と と いす る 。 


I 


国見 山 構造 区 , IT 


前 川 構造 区 , LIL FSR bie, 


a ge a ne ae ? oe 


: ae 国見 出 構 造 区 : SIRE Hes SONY 12km, PHL 12lon 


i の 略 々 円 形 の 委 地 状 構 造 を 形成 し , tem Fla) CAH (centroclinal foid) を 
FOTOS, LOM MAH ORBEMRT 3 LOR 下 風 江 層 及び 瑞 山 層 で 
ある 。 両 四 は 下 嵐 江 層 に ょ つて 構成 され 同時 に 次 に 流 べ る 前 川 構造 区 の ゐ 東 っ 
限 を 構成 し て ちり , 国見 山 構造 区 の 中 心 を 向 つ て 儲 作 し , FEO TER] % PR 
」 DAGEB ASS FAEBIC UREN ICMR ICHAEL CS, ABS 場所 に 依 つ て 異 り 一 
FBC 10°~20° で ある が 30° 内 外 の も の る も 稀 に み ら れ る 。 北 忌 を 構成 する 
る ゃ の は 北 股 川上 流 及 び 腸 沢川 尿 前 附近 に 分 布 す る 瑞 山 層 及 び 下 風 江 層 の 一 
部 で ある 。 北 股 川 上 流 に 於 て は 2,3 OFS, MIAH Gs zo Bihsee Bo 
て いる が , 之 は 紫 の 向 心 禄 曲 を 形成 する 時 に 生じ た 側 圧 に ょ つて 生じ た る 
の と 考 を られ る 。 東 翼 を 構成 する る の は , 北 股 川 及び 南 股 川沿 岩 に 分 布 す 
SPRL, 瑞 山 層 及 び 大 平 層 の 一 部 等 で ある 。 一般 に 15° 内 外 の 
傾斜 を 示し , Pest SRP aS SLEW ZB, PEWS Fig LUE & Het. S BAIR 
INBRICDAAS S 下 嵐 江 層 乃至 瑞 山 層 に ょ つて 構成 され , 略 々 10° AH 
で 北 へ 傾斜 し て 居る が , 南 総 は 完全 に 東西 性 の 走向 を 有する る の に よう つ て 
FASL られ る 訳 で は な く , 瑞 山 附近 に 於 て 南北 方 向 の 軸 を も つた 1 秋 
wt 2 WSDORW He ee CHIC HANES CHES, 

CALORIE FRG HRT SA, RICKI 2 HM OW BA 
に K 任 つて , 側 圧 を 生じ , 容積 の 減 縮 を 来 し , 処 々 に 福 曲 帯 及び 断層 を 生じ 
CHS. LEONE BRICE (ML, 筆 地 構 造 の 中 心 に 向 つ て 放射 状 」 
A 

b) 前川 構 造 区 ; 調査 地域 の 略 々 中 央 部 を 占め , 南北 に 約 20 km 東西 
に K 約 5km の 帯状 の 地帯 で 主として 前 川 層 , 下 嵐 江 層 に よ ょ つて 構成 され て 
So FOR RUE KOA WRIA DM dh VES PERL bd 同時 に 此 の 前 
Jit RORBERL CH), KAEKOMALKICHN S FFL ie 
MKORREMKL CS. LAMISIL RIC HLICMEY 3 & 同時 に 東 に 
FIO CURIC HHL Ci, LEOMDARALIC GAMIRIC HEY L Fe EFT OB th 
還 が 数 条 み ら れ る 。 本 構造 区 を 構成 する 禄 曲 軸 の 主 な る の は , KEIO 14% 
Si, BRO 1 HSC, 東総 部 の 東 傾 斜 の 部 分 は HAD We te b, Ase 
AROS URL, AAOMBILBORMA (REO . TFL 
MEU TCHS. AHO Blt —fIC RAND LOls LoeINKE ¢ 10°~20°-6 
THEAID も の は 15°~30°, 稀 に 70° を 示し て いる 。 然 し 年 ら 下 風 江 部 落 北 東 
方 の 様 に 横 左 を 著しく 受け , HO 結果 断層 を る 伴 つ て お る 様 を な 処 で は , K 
ee we iia i 
蛇行 する と 共に , 上 下 に 波動 し , 上 且 包 地質 図 に 表現 出来 9 程度 の 小 断 層 


eo. 


142, BOOM R ESB ーー 


MOTHS, FRUCE RY 2km FNRI H SN SCE 
8 及び ABELL RTE IC LOIS 向 斜 内 の NARS t OB DICH 
D, ZR ANG MAIER SE PoRBRAU HAO LIKENS 

c) FPR ; 調査 地域 西部 を 占め , 東北 地方 存 楽 山 腺 の 一 部 を 
構成 する 構造 区 で , PR, EMIRATES 1 COKA GHEE ES 
ESF ZRRCHS, RAG, 前 川 構造 区 の 西 翼 夫 自身 に て よ ょ つて 構成 され る 
前 川 層 及 びそ の 下位 の 小 出 川 層 に よ ょ つて 代表 され , 東 へ 20° 乃至 40° O 
傾斜 を 示し て る 。 南 部 に 於 て は , 前 川 構 造 区 た 股 が る 北 々 西 , 南 々 ROR 
Ab OBMNEIC LOCHELSN, その 断層 に 沿 つ た 部 分 は 不 規則 な ER AR 
を 示し て る 。 背 倖 の 核心 部 は 胆沢 川上 流 に 露出 する 花 同 岩 類 , HAE ie び 
に 之 等 を 被 着 する 用 沢川 層 , 小 出 川 上 流 に 露出 する 用 沢川 層 , 及び 磐井 川上 
流 に 分 布 す る 胆沢 川 層 に よ ょ つて 構成 され る 。 志 等 の 核心 部 を 構成 する も の 。 
AME LC, REO MAIC DAS S-)HVNE EA PRU BES 
MRUCHES, HAIAMRUUIRLIEOACR SM, AINE ANB 
30° AAORES a LCMANESL, 秋田 県 境 を 越え て 広く 分 布 し て る 。 
叉 西 多 部 に は 北西 南東 性 の 西 落 ちの 断層 を 任 つ て 居る が , 落差 は 余り 大 
ae な い る の と 義人 交 られ る 。 


以上 3 つの 構造 区 に 分 け て 逃 べ た が , 之 等 を 総 手 し て みる と , 東部 は 火 
| LOC LOCH RAN SAFE LMORRME 中 心 と し て , 石英 容 山 
岩 及 び 同 質 杉 灰 岩 に よ つ て 構成 され る 瑞 山 層 が その 周り を 取 囲 み , 下位 の 
Piste EAB Wb BAS BIC IMA 2 KE OPE EMDRO [a OAV) OS 
造 を 形成 し て お ちる 。 中 央 部 は 東部 の 盆地 状 構造 の 更に 西側 の 外 廊 を 形成 し 
Pia, 前 川 層 の 如き 層 理 の 発達 し た 細 料 の 砕 居 物 に と ょ つて 構成 され , 
その 扶 曲 に 対し て 比較 的 了 脆 兄 な た め , BAO He GL, 南北 に 長い 中 
部 初 曲 帯 或 は 中 炭 援 乱 帯 を 作 つ て お る 。 西部 な 1 つの 大 き な 背 余 構 造 を 
形成 し , £OR ORE (ROTH SA RIATERUE, 古 生 層 等 LOCH 
成 さ 4 て いる える 。 叉 之 等 を 被 枚 する 地層 る も 本 地域 に 分 布 す る 第 三 系 の 下位 を 
占め る 肛 沢 川 層 及 び 小 出川 層 の RC, KUEN, 石 質 北 灰 岩 , See, 
角 春 江 灰 岩 の 様 に 比較 的 堅固 な 地層 に ょ つて 構成 され て いる 。 此 の Bitte 
楽山 族 の 存 演 を 形成 する に 有利 な 条件 を らし て いる 。 此 の 人 奏 骨 を 形成 す 
る 監 固 な 地 役 は 側 圧 を 蒙 つ た と し て る ゃ 断層 を 生ま る BEC, BER RE 
件 う 事 は な く , むし ろ 東 部 の 塊状 部 と の 間 に 挟 まれ た 中 部 の 比較 的 峰 弱 な 
地帯 の 福 曲 に よ ょ つて 調整 くれ, REP OMORG HE LEC hh Re Arc 
VIC bD EBA SHAR SG. AMALIE IC Id BID IC 
UMS LC as D, PEO CHES Ys HIE LAA S Te acu aeAS 


ASNSH Ow CAME hAMOMMRIC KOR), SHEET 
(tb DRA LUPO FICS SBC, 前 川 層 の 援 乱 帯 自体 あつ た 
と 療 を る 事 る 出来 る 事 を 附 加 し て \ く 。 


i 
4 BKAUAIEICOWT 
ASCITES SHS AIEEE AROS AL Pe 所 訓 
We EL aS ¢ FLO HERA RG It CHER L eH kD MOTHS, HAR 
1h Bah PICEA Ct BRR SD HEB BRE CHMOD HERDS BE 


も し て いる の が ーー 般 で ある が , KUBICA CLREO ARRBIC SHE 


或 程度 共通 し た を 堆積 環境 を る ち , BHROUALARODBOx BALA 
し て 素 る と 思わ れれ る 堆積 物 が 累 重 し , MRNCHARM LAMAN CHO た 
北上 川治 潜 の 堆積 物 或 は 仙人 台 周 終 に 見 らち れる 堆積 物 と る 或 程度 共通 し だ 要 


素 を る も る も ゃ も つて ちる の で , 容 楽 山 腺 を 挟ん だ 両方 の 地域 対比 し て な た 。 正 


確 た な 房 比 を 行う に は 余り に aise ae つた を 嫌 は な ある が jk RTS, 
Yi ee HE roy び 基 の 特徴 , 岩 相 化 石 等 を 線 合 し CARS HERO Ba を 同 
Da ある 5 挫 穫 e 対 比 行 ら 琴 が た 6 ; 
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< i. ve 4 4) 22 
o.. . - TY 1 PE net Fs eS 
at cae f hee 


Hn RS 


Ula +e eae Gu ae 
Cs SR RK EMOR PILE TH CESLDLBLZT BKRAZBVO 
EDS BWI CEA AICKO SBM CHAO KRM PER 
得る 。 GEO CASS RS RICDAT SATE”, AE の eI 
下部 層 (Mis) ? Cwiean, BEF BOMAIS crs On 
FAW LBA CHRAZGVRAS, 

\ 小 出 川 層 : HERI RBS SABILIDAICZL (, (EDICBAO (EG 
Nepiunea koromogawana NoMURA 及び 植物 化石 Ficus tliaefolia HEER 
の み し な か 搾取 し 得 な か つた の で 正確 な 対比 は 期し 難い が , 本 層 は BERS 
線 の 大 石 層 や "と は 全く 岩 相 を 同じ OL, 西 る 座間 的 に る 連続 し て 居る の 
で 同一 層 準 と 見 叙 し て 何等 差 琉 を な い 。 又 横 黒 線 沿 線 束 部 の 功 留 層 と は 
府 間 的 な 連続 は 確か な かめ られ な か つた が 岩 相 , 酸性 火山 岩 類 の 活動 時 期 及 び 
上 位 の 地層 と の 関係 等 より ゃ 同一 層 準 と 見 位 さ れる 。 本 層 よ り 探 取 さ れ た 
Neptunea koromogawana NOMURA は 余り 他 の 地域 より の 報告 は な い が , 
本 地域 東端 の 衣川 治 岸 より 野村 七 平 ” 博士 に よ つ て 探 取 され た も の が Type — 
“CH abe L#BSO PRILSICHY4LCRES, MWAH Or - 


ら る も 野村 博士 " は 報告 し て ちり , 他 の 共存 する 化石 より みて る も 中 ・ 


eR 
Ficus titacfolia HEER は 塩釜 の 千賀 浦 層 , 槻木 町 の 杜 木 植物 化石 層 及 び 
福島 県 板倉 植物 化石 層 よ り 産 出し て お り , 共に Comptoniphyllum Naw- 
mannt NAT., Liquidamber formosana HANCE 等 の 中 ・ 下 部 中 新 世 に 特 
有 の 植物 化石 群 と 常に 共存 し て お ちる の で 此 の 事 よ り 義 を て る 本 層 は 下部 中 
新 旋 至 中 部 中 新 世 の 下部 位 の 時 代 に 堆積 し た も の と 考 を られ る 。 


前 川 層 : ABOLAL RT LOGRRE 乃至 硬質 の 頁岩 より 成る が , 本 


1) 


Nh 


井尻 正二 (1941), AAPL OAVAEORVEGS 1 SNE, AAO =a 
Calkins 9 & 2-6) より 引用 

上 床 国 夫 (1941), AS ONPG OPE] DALE AOB ELUNE 
aie, PiU: ATEEPOR SIS HR 9 2B) より 引用 

1) Ec 

WI CHS CHIE IN BL CIES BCH Do 

WYMEDS + (1941), AFCA OVE HE OIAZEGS THD ALAS, HARBORS 
SCARE 9 2-H) よめ 引用 
S. Nomura (1937), Three New Species of Neogene Mollusca from 
along the Koromogawa, Iwate-ken, Northeast Honsyu, Japan., Saito 
Ho-onkai Mus., Ree Bull. No. 13, pp. 169~172, joe P<; Te) 

S. Nomura (1940), Molluscan Fossils from the Moniwa Shell Bed 
exposed along the Natori-gawa in the Southern Border of Sendai, 
Sci. Rep., Tohoku Imp. Univ., Ser. 2, 21, pp. 1~46, pls. 1.38. 
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__ 層 下部 の 比較 的 砂 質 の 部 分 より は Chlamys kagamianus, Patinopecten “ 


kimurat ugoensis, Cerastoderma shinjiense, Chlamys crassivena 等 の 


化 右 を 産出 し , 紫 の 下部 の も の は 明らか に 高瀬 川上 部 層 CASH) 及 びー 


金沢 層 に 対比 され る と 思わ れる 。 芝 に 引 続 い て きる 北 灰 質 乃 至 硬 質 の BE 


より 成る 本 層 上 部 は 井尻 正二 氏 の 黒沢 層 下 部 の 硬質 頁岩 帯 に 対比 され る 。 _ 
本 層 の 硬質 頁岩 中 に は 数 多く の Sagarites sp.. Cyclammina sp. 及び 魚 鱗 : 
の 化石 を 含有 し て ちり , 紫 の 点 る 黒沢 層 下 部 の 硬質 頁岩 帯 に 対比 する 事 を 
BBG LOTES | Re. 

TRUS ; SBCARRORF L424 CHAE ROBRE (FBO 
BEA ABER LO), MHEBROBPARICHUL CHERZ RES 
えら れる だが, 本 層 中 より の (bask SC 野村 七 平 博士 が REL, Dosema 
kaneharai, Nassarius iwakianus, Cardium shiobarense 等 の 棚倉 , 問 
i, 塔 原 等 の 中 部 中 新 世 の る ゃ の さき 共 通 種 が 多く , 男鹿 半島 の 全島 層 , Fs 
沢 層 或 は 上 部 高瀬 川 層 (名 郷 田 層 ) に 相当 する も の で は な か る うか と 言わ 
れ た が 当時 は 周 量 の 層 序 が 未だ 明 ら カ に され て お ちら な か つた を 為 , 全島 層 と 
な か 人 妥 郷 田 層 に 対比 する 以外 な か つた もの だ る ろ る う 5 う 。 FABRE, 舌 郷田 層 が :: 
井 謝 氏 の 金沢 層 , CBE. 前 川 層 下 部 に 対比 する 事 が 許さ れる な ら , ABE 
黒沢 層 と 同一 層 準 の る の と 考 を た 方 が 無理 が な いと 思わ れる 。 又 山本 正 天 . 
KO, 一 フ 関 附近 の 黒沢 層 と は その 分 布地 域 る 連続 し て お ちり, HSS EZ 
EIGDL, 下 嵐 江 層 と 黒沢 層 と は 同一 層 準 の る の で ある と 認め た 。 山 本 正 
FRORRS ゃ た を 化石 と る 共通 種 多 く 古 生物 学 的 矛盾 も な いも る の と 思わ お れ 
る 。 牙 で 問題 た に な る も ゃ の は 本 層 の 化石 と 井尻 氏 の 黒沢 層 と の 化 石 と の 違い 
で ある が , 今後 更に 多く の 化石 の 探 取 を 行 つ て 解決 し た いと BOTH 
ARUBA OHH * © 地層 生成 当時 の 環境 の 違い を 或 程 度 暗 示す る 
る の と 解 さ れる 。 

HHS ; 本 層 の 主体 を な する も の は 石英 容 山 岩 及 び 北 灰 岩 で ある が , その 
下部 に 爽 炭 帯 を 挟ん で 居り , その 岩 相 , 層 序 の 類似 並び に 酸性 容 山 岩 の 叶 
出 期 の 堆積 物 と し て 平鹿 鍵 地 に 発達 する 村山 覧 一 民 の 花山 砂岩 層 , $f RIE 
二 民 の 黒沢 層 上 部 Bl Atte 質 砂 岩層 ), 山本 正和 五 , DHADE D me 
美 層 に 対比 され が, 仙台 附近 の 秋保 層 群 ( 特 沢 層 , GRE) と «Rite 
を られ 中 新 世 正 部 の る の と じじ て 差 支 えな に だ ろう 。 

大 平 層 ; 本 層 下 部 の 含 介 化石 爽 族 部 は その 旬 化 石 及び 岩 相 より , WAG 
及び 松野 氏 の 有賀 ( 含 炭 う 賠 , 油 島 介 層 , 金沢 層 に 対比 さか , 同時 に BEER 
BRO MALS RORBEICNWIHESNS, REMO-KUGE TD ED 成る 部 
Sy — J BAMIC WANS BOMBED, PDICETRERREABIED tK 


Z Vy rs 
Me = En KY & Be rae: 


f 


山 砕 選 物 々 火 端 部 と 解 唱 し て 差 支 えな いも の と 思わ れる 。 


5 地 史 

1) RUMOTBNREROEEESOLR EMD EOE, HR yeM 
& [AUR CHE O7e $s = AAI D EEE © AS & EH Le KL RAS 
あり , 胆沢 川 層 の 如き 大 山 岩 燈 岩 及び 集 塊 岩 を 堆積 させ た 。 此 の 間 の 火山 浩 
Ht WRU: LICR AL KBE CH ONKOL MBS, 紫 の 火山 
1 BYE > FET Fe MLC 1k BAR IC BUS Fe FE RECESSED HERB AS FF tb UT 素 
eo RCD KUTA ORIG AED ROKR, 火山 春 及 び 多 量 
COKE LL, NIE 2 ART SE x ORK IER LI. ILO 
| KURI OMICS AG /DRREOUINERE BUMS THOT 

2) 紫 の 初期 の 火山 活動 の 終止 と 共に 海 は 次 第 に 深 さ を BLO AIS 
堆積 の 時 期 に 入る の で ある が , 前 川 層 堆 積 の 問 は 海 侵 の 最高 潮 期 で , 現在 
OTRO & EU CRC PICS D, LICH AAA OR 辺 
部 を 構成 し て お つた を と 解 さ れる 。 RED FAUMOVABRLZEO BE DME 
RIC ES CHRIS LEE HOM, その 結果 局部 的 に 侵 分 が が 行わ れ MS 
を 堆積 させ た 。 

3) 次 で 下 風 江 層 堆積 期 に 入る の で ある が , YEAS ARERR E D ve 
第 に 小 く な りつ あぁ つた が , Me * OM PHIC ERPEIMEO HEE 許し て な きつ 
た 。 下 風 江 層 堆 積 期 の 初め に は 石英 安山岩 質 の 角 春 北 灰 岩 及び IR BW 
を 府 ら し た 様 な 火山 活動 が 一 時 何処 が に 起 つ た が その 休 師 と 共に 紅 び BES 
な 海 と な り , 魚 鱗 の 化石 を 沢山 包 歳 し , 有機 物 に 富ん だ 黒色 沢 泥岩 を TE 
させ ze。 基 後 急速 に 海 退 が 行わ れれ , 同時 に 八 梁 山 豚 背 倖 部 る 急速 に ERE 
L, SA AHIMA he CS Ore Tad BBE A MBO bAIC Loc 形成 
さ 改 た Land barrier に よ ょ つて 東西 両 洋 に 二分 され た を 。 此 の 上 上 昇 運動 な 下 
BILE LROR KAU SB L, 中 部 の 砂 質 買 岩 部 の 間 に み られ る EWR 
FES BU RABEL ROE HERR LICH LIC LOABZ GENS. ILO 中 新 
世 中 期 に 於 ける 東西 両 洋 を の 分 離 に よ つ て SHO ARC IRI, FLL 
WL IC TRC lt Ua 7 SER: AR TSE DIME ES A PERE O IKEA 
HERTS 1% ER CSE ICR RSE EMR L COE ERIC 本 地域 南端 部 は 
DMEOWSED BUILT ( OME E ES ECICLAL OL DORE SE 
ZN So MSTAOPRUMER OIE L LAA SHS EOWA wb 
時 代 に 起 っ つた 。 

4) 下 風 江 層 沈 積 後 中 新 世 中 期末 より 中 新 世 後 期 に か け て 本 地域 は 完全 
に 陸 化 し , 広範 に 豆 り 侵 側 が 行わ れ た 。 次 で で 麗 山 層 下 部 の 座 炭 部 を 堆積 さ 


Di ye St: eer 4 ae ett ; = 
me ee tae aay Ae = 
~~ oly Paras \ Pe 

aes! SH eaten | 
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せ た 様 な 沼沢 地 乃至 温 地帯 が 出現 し た 。 此 の 様 な 沼沢 地 Leb EO 


期 で 東北 地方 特に 官 城 岩 手 福島 に 股 ボ が つて 広範 に 分 布 し て BD, 半沢 正四 
本 博士 り は 之 を 指摘 し , Paleo-Sendai Lake と 命名 され て な ちる 。 HRM 
生成 に 引 続 い て 活 洪 な 火山 活動 が あり , BRU, MARIA WRIC 
HERS a com (ars f ; 
5) 瑞 山 層 堆 積 後 礁 梁山 腺 の 上 昇 と 之 に 伴 つ た を 人 造 構造 運動 (現在 み ら れ 


Sith, 断層 の 大 部 分 は 此 の 運動 に よ ょ つて 形成 され た ) BHD, £0 BH 


OES Din, 鮮新 世に 和信 つ て 陸地 は 徐々 に 沈 除 し , 本 地域 東 半 部 は He 
Fed ( OMA LID, 更に 清 次 海 侵 の 増大 と 共に 水中 に 液 じ ;, fle 附近 


の 葵 の 品 層 生成 と 同様 な 渡海 性 の 環境 に 入 つ て 大 平 層 下 部 を 形成 し た を 。 そ を 


の 後 青 び 火 山 活 動 が 起 。 ORB EMEA OS CHS RUS, AUS 
AEE PMO IK ME HERA eg ZAK IPL IK IC 堆積 し た る 
の と は 老 を 難い 無 層 理 の 混雑 し た 堆積 物 で , は つき し を 証拠 は ない けれ 
ER, (OBL BABEL, 大 平 層 下 部 を 堆積 させ た を 海 な 後退 し , 大 
平 層 上 部 の 堆 漬 が 終 つ た 時 は 茎 に 陸 化 し て 宙 つた を と 思わ れる 8 

6) 天平 層 堆 積 後 の 陸 地 は 次 第 に 上 上 昇 を 続け 。 RICE ICAIMAS 行わ 
れ て お ち つ た が , BHC AD, BEG, 山王 山 , 高 検 能 山 等 の 火山 が 吐出 選 , 
東北 地方 奪 反 山 豚 各 所 記 叶 出し を 火山 と 花火 目 費 出 期 を 作り , BBO KR 
岩 を 流出 せしめ あ た を 。 此 の 活動 に 前 後 し て 本 地域 の 創 千 な 現在 の 地形 々 成 の 
時 期 に 太り, REPU, 毅 井 川 等 の 侵 人 な BO LAC HROT 活 洪 と な 
り , 局 状 地 堆 積 物 及 び 段 庄 堆 積 物 を 遺し た の で ある 。 


1) S- Hanzawa (1950), Tertiary Paleogeography of North Japan. Short 


Papers strom tne l°G.’ Pl, “Tohoku Imp" Univ, “No. 2, DecslS;pp. sang 


74—98, 4 maps. 


新刊 tt / 


Calorimetric determination of traces of metals. By Sandell, E. B. 
BEAK OLAECRICMTZBSSG, ま づ は じ め あめ に 微量 分 析 の 方 法 , 試薬 プラ ン 
ク 試 験 , 標準 溶液 , RMASICCOW CORR, 微量 成分 とる 分離, 比 色 計 及び スペ クト ル 光 
鹿 計 に よる 害 量 法 , Herts HARSH Ae BIC ir — ian Osada LC 25, 次 に 
が モン MH AVVL, SV VY L, Bo, APSV BS, AMY VSR 
BUVYR, Ja-h, aN, AAT, BWA, GF PUY A, PrVaV A, & 
AVFYV LZ, KS VUFV BL, SHAY VU BS, ZIV, KS KEE) Hv; AAS 
YR, パラ デ ヂ ウ ム , カリ ウム , 移 土 類 元素 , レニウム, ロ デ ツ ムル テニ ウツ ウム, スカン デポ 
トス RT EC FE TR AY AGS IDS A TI RY 


。 和 陳 鉛 , ジル ャ ュ ニ ウツ ム 等 に つい て 各 元 素 の 分 離 及び 比 色 定量 の 方 法 に つい て 詳細 な 説明 


が な され て いる 。 (AM 643 B, 1950 年 出版 , Interscience. Pub.,9.76$) (47) 


a 
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TB RB IIATHRON DV 9 4 bh OBE 
Structure of the pegmatites in the environs of 
Ishikawa Town, Fukushima Prefecture. 


ut ER 4 造 (Seizo Kondo) 


Abstract ; The field observations in the environs of Isnikawa town 
showed that the pegmatites of this district snould be classified into two 
types, the vein and the massive type. In the vein type, the marginal parts 
are constituted of graphic pegmatite while the middle part is feldspar-rich 
and is in a mixed state. In the massive type, the peripheral parts are 
graphic, the inner adjacent parts are made up of mixtures of quartz and 
feldspar, and the inner-most parts are the aggregates of quartz. 

According to the kind of main minerals appearing in the zones the 
pegmatites in this district can be classified as follows: 

(1) biotite-bearing pegmatites, 

(2) 

(3) pegmatites bearing rare element minerals, and 

(4) druse pegmatites. 


muscovite-bearing pegmatites, 


} 


Some pegmatites, however, are complicated and show mixed characters. 


1 % 

筆者 は 1945 年 及び 1947 年 理 長 石 の 鉱床 調査 を 石川 町 附近 於 いて 実 

MeL Fe. その 際 各 々 の ペグ マタ ドド の 人 観察 選ば つ で 得 ち られ な だ 結果 ご で こ 
CELEHOTCHHV LEA 

南 は 多賀 山 腺 , Jtbaihe4BCeECOUSMRIBO 浴 平 原状 の 波状 山地 

は , 主 に 阿武 隈 深成岩 類 ょ り 形 成る され , その 中 に ほぼ 南北 に AI HEOT 


Lill 


“ADL A Pe, FS, ARYA, SErkie, BPAIR, AIL, BOIS IC 


FEL THOS, TIC ANNME DHE CHKA, BRR, Blu, Bn 
等 の も の を 取扱 うこ と と に する 。 

な お ぉ 本 調査 に 際 し , GURUS & TA 7c TRIER ARIA, RARE 
及び 話 査 の 便 を は か つて 豊 れ た を 青木 , 黒木 両氏 に 調 意 を 表す る 。 


2 th 質 


阿武 隈 山地 の 深成岩 類 に つい て は 和牛 来 正夫 等 の 詳細 な る 研究 が ある 2。 
(a) 石川 町 附近 石川 町 附近 に 於 て は , いわ ゆる 竹 綱 統 の BRE 


1) "日 本 鉱産 誌 3 11, 5~9, 73~77. 1950 
2) 和牛 来 正夫 , Petrological Study on the Plutonic Rocks of Gosaisho- 


Takanuki District, Southern Abukuma Plateau. Mem. ace Sen 
Kyusyu Univ. ,2,No. 2, 1944 
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岩 , BESH ASE REMICHL BA BEA 
(concordant intrusion) の 関係 で ある と と が 
知ら れ , 一 般 に 片 麻 状 構造 が 著しく 時 た は 多 
(PMIESESUOWREACH 3. ESE 
Aik b + — A CMI LD TEMPE LO, 
AKO itis BIC L, MEE S 
KELEEOD-D Bo COMMAOXNTITIALO 
大 部 分 な , これ ら 花 税 岩 質 岩 類 中 に 存在 し て 
いる 。 

トチ ナール 岩 は 肉眼 的 に 片 麻 状 構造 著しく 鉄 
苦 土 録 物 の 分 布 は か な るり 変化 し 易い 。 一般 に 
粗 米 塊状 で 靖 獲 岩 が 度々 含ま れる 。 侍 下 で は 
花 庫 岩 質 構 造 を 示し , EKSUMMAARA, 
BEBES, 角 関 石 及 少 基 の 正 長 右 で ある 。 
ARAL PRMBIZAARL, 多 色 性 著しく 帯 書 
緑色 ~ 帯 黄 緑 色 で , ヘス ティ ング ダス 店 に 近く 


2V=61° で ある 。 黒 圭 母 は 中 料 ~ 大 粒 で 多 名 MM a 
MA PMNS. Meneh~Ae we [Oh 3 
は 半 自 形 で 大 体 AnspAns。 中 性 長石 で アル RR 


AA PRS, AOVANY FMEA 0 Skm 
れ ら る 。 GAP~ RE CHE cee | «(TM ieeaeb 
する 。 HRMOLL CAMERA, BIKE, TH, BUEFERD SZ 

TERIA Id BNET BO RARE ANRNO A, HORSE IC BH , 
に 知ら れ , ARCH CHS, 時 に は ペグ マタ イト 状 に な り , HORE 
造 は 稀 と な る 。 鏡 下さ では, 花 向 岩 構造 を 持ち , ERA, HR, SREWE 
成分 で 黒雲 坪 が 比較 的 少 で 。 

夷 炉 岩 は 夏川 町 和久 , AA, BOR, 野木 沢村 の 数 箇所 に 知ら れ , AB 
BEEBE ICH YL, BEACH~HRRRE ETS. BEF CORO AKA 
PLACEERL, 他 形 の 余 長 石 が その 中 に 存在 する 。 

(b) 雲水 率 附 近 阿武隈 深成岩 類 の 中 に に いわ ゎ ゆ る 往 費 統 , 御在所 統 の 黒 
Bashi, AK, 陽 起 石 片岩 等 変成 岩 が 喰い 残し 状 に HAL CH So 西 
部 を 行く と 衣 灰 岩 質 の 第 三 紀 層 で 蔽 われ て いる (第 1 図 ) 。 

深成岩 類 と し て は , 石川 地方 に 標 式 的 な トナ ー ル 岩 と 共に , と れ よ り 新 
し いと 考 を られ る 花 周 関 緑 岩 が ある 。 Hkh, Haken Ke, B 
pe LE OBIMIAAEA GEA (discordant intrusion) CHOC HMR. 
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feMOR WE Se LMCES, HE CAE MPIREIA, BIC ARE, こ 
Bk, MERA, BES, 角 関 石 よ りな り , 僅 長 石 は 半 自 形 或 は 自 形 の RK 
PRACBERELA ONS. Trost MERAY SLY, 加里 長 
AABSRAROERACH 5. HIRD EL CRO, DIRARO BEF 
BBD Z 5 - 


3 ペタ マタ イ ト 
主 な 寺 長 右 鉄 床 を な し て いる ペグ マタ イト に つい で の 構造 的 特徴 に つい 


て で 有川 町 附近 と , kA ICS CHS CHS, 

(a) 石川 町 附近 ek SIBRONICABIL, BRR LR ELEN ene 
的 な 例 を あげ て 特徴 を 示す 。 

[T] 塊状 球状 に 近 で も の か ら 刻 桃 状 , 魚 形 な ど 種 え あり, と れ 等 が 全体 
と し て いずれ か の 方 向 に 傾き を も つて いる 。 成分 鉱物 に つい て 見 る と , 中 
心 部 に は 集 現 状 を な す 石 英 が あつ て , ZOARLEABEOUR b の 部 分 , 


oe er ee ee 15t 


ee ee XR bw, OMOLCIE BOT ARLE 
ANCTALT So 


AUIBTFPORER (第 3 図 ) 
AT RA NIB CH N70°E 

_ の 方 向 え 約 "30 BES, 東西 に 伸び た 
PAPUA “GC 西側 は : 細 く 東 側が 太く な つ 
で いる 。 AT = メイト は 風化 し じ た 化 
aE G OF IC MERA T <= KF 
ト 訂 が あつ て , ABB ORA HE 
REE OTA E BES O2~S5cem {iro 
MADR Ics o COBlIARH~ BA 
ト の 西側 で 薄く , 東側 で 厚い 。 そ を の 肉 
BURRS ABR AI =< RAS 
CHAD “PSC E Voi i 4 Oe, a 
i I SAR 


置 は 東 よ り 西 仙 が 亡くな つて いる 。 ee | 
RE SRE EL Ca LEAR ERE 


9, 更に 薄い 混 り 部 が あつ て AN ト ( 粗 粒 ) タイ ト 
部 は 集 弄 状 石英 が ある »。 ( 細 粒 ) 


第 3 図 沖 ノ フ 田 輪 ペ ゲッ マタ イト 録 床 
CE.) CF. ere) 


PAZ HSSH Cs 4 BW 

UEC CIEE F-AADBHL CWOAD, BRICKS A URISBUEL CUrvcPiRRE L 

な い 。 COE 17~18m 及 30m 南 に 2- 本 の N45°E に 走り , 70"NW た 傾 ぐ 2~4 
m の 脈 状 マゲ グ タ イト が ある 。 こ の ペグ ゲ グ ざ タメ イト を も ほぼ これ に 近い 伸び を 持ち 同じ < NW 
に か な り 符 傾 任 を も つぎ 円 体 を な し て いる 。 ペ ゲ マタ イト は 周縁 より, 石英 , 長石, 加 
St, MG, 電気 右 よ りな る 細 粒 交付 状 マ グッ タイト, その 肉 則 の 幾 分 粗い 30~50cm 


a 


DHEOAS, RA EBD RHA, より な る MRK ATTA bo TORMOML 


Ax, BACB OD, HOOEMKEL OMAN. 

[II] 豚 状 PRONT TFA PIERS MUR O(MEO few SOR 
多く , 時 に 数 Mm 以上 の 市 を も つも の が ある MOWMMISASO MBE D 
間 人 象 状 ペ グマ タブ ト を 経て 次 第 に 粗く な りり, 主として 長石 より な うり 右 英 の 
少 い 混 り 部 が 中 央 部 を 構成 する 。 豚 状 の マグ マタ イト に は TCHR ASE 
生 す る 傾向 が 強い 。 

"野木 澤村 中 野 七 郭 内 (第 S 図 ) 

JERE BA ORMIVEORICMAICH AT ye タイト ORL CW So マゲ マッ マタイ 


f 


ト の 脈 の 厚 さ は お よそ TM で 多少 の 増減 が ある 。 脈 の 方 向 は NASER) 70~80KE 


152 HEM OBRES ER 


OSE NW ICBC Bo Re 1 RSME 0 BBO AOR WRK, 小さ 
い 石 英 を 沢山 に 喘 ん だ 長石 ) それ を 含ま な い 長 石 , 右 英 , 
BLU RSM PROS 


DeOmRA, ARB BX 
長石 が 多い う よ り 構成 され る 。 


RA, 石英 の 混 り 部 (6 : 4 OAs 


y sack 

Pe [a RA 

BRA 石英 長 CHAR SRK TERA 石英 長 Mek (Eis 

oe FE 0 a oe TE Als 0 we. peeve 
イト 


‘ee Gat 


#4 SH<7~ x74 } oR 

CL. iS “FE -D 

WBE (第 6M) 
花 向 岩 質 岩 中 に N80°E 40° jE OMRORKEC, SBAKOBS 3m 位 で , 外側 に 

文 名 状 マゲ マッ マメ イト が あり , LAKERS OICIEAIC 20~30 cm © BEADS 
Bo FROM RF ト は 電気 FERAL, PAGO RAO, 電気 石 は 30cem に 
達する 。 下心 部 は 巾 70~80 cm で 北方 は 厚く 3:7 OGL ERO ) ph RS 
れる 。 


(b) 


第 5 By 


八郎 内 マゲ マタ イト 鉱床 図 
CE. FM 下 : 了 断面 図 ) 


Tae) 
4 


~~ 


‘Se 


SEIKI 

METAR (第 7 図 ) 
HRW b OF BEE BGA DIC, 

れ た 100m 足ら ちず の アプ ライ ト 質 の 岩 右 中 | 


東 は 石綿 , awl REET Ic LOT 限ら 
\CBERKORT =z RA RELCHETSo HH 


PRILAY 60~70 EDIE WISHES, 東 
DRORME BULL BT 79 4p BREG 
1CPEO CHALE ToDo COMER (E 203n 


By 40m 余 南 北 30m Aes 40m 位 で あぁ る 。 
で これ が 文仁 状 さ ゲッ マタ イト に 洛 移 し , 内 た に 行く 
aL (GET Ao COMDILEIC GEL 長石 の 細か 


2 — EY oF ge yg re Let . 
BSE pT RE bay Fee ge = ia’ 

cas 2 es “ : - € bs 1 

AS oe 2 F ee. 3 3 : se 

と " \ 


tek, Pea wf 8 x Nee anaes 


い 結 合 で 数 cm 位 で , RRICHRICU SEBEL BABOUEET SO. RICMICASE 
MIRAI < 70, Im~ 数 m ORF, 石英 が ほぼ 等 量 比 で 入る 混 り 部 が 存在 す 
る 。 長 石 は 微 斜 衣 , 石 幅 長石 , パー サイ ト で 半 自 形 を 旦 す る 。 こ れ を 埋め て 石英 が 不 規則 に 
AO, 電気 石 も 約 1m 位 で これ 等 の 中 に 挟 在 し て いる 。 こ の 琴 部 に は 純 碧 色 ~ ベラ 色 . 
の 集 塊状 石英 が ある 。 


UV eve NPN NOV: 


Mh fe 
Fava 塊状 石英 石英 長 SSK 花 賠 則 
CE. ABM 下 . 断 面 図 ) ABD AY ~< Baa 
BRA} 
第 7 図 BykAAY~ 24 POEM 
CE. FP. 断面 図 ) 


4 結 aa 


右 川 町 附近 の ペグ マタ イト の 構成 鉱物 に つい て の 詳し いと 研究 は , 神津 A 
Wh BB, KPA” RABE? Sic LocCMESN CHS, 

筆者 な マグ マタ イト の 構造 的 考察 か らし て 形態 的 に 豚 状 , 塊状 に 2K 
別 さ れ , 豚 状 マグ マタ イト で は 一 般 に 中 央 部 に 長石 の 比較 的 多い 混 り 部 が 
HYD, 更 状 ペグ マタ イト で は 中 心 部 に 集 塊 状 の 石英 が ある と と を 認め た 。 
前 者 は 長石 次 源 と し て BHLEAAR LL CBE CH SVG 1 表 ) 3 


1) TERR 待 場 BS. 石川 産 の ゲッ マタ イト 中 の 石英 の 研究 岩 鉱 , 19, 1938 
2) KRB—, AB GICIAS SHIRA ORM IARE Ao, 21, 1939 

3) Be, AlllthASht pegmatite Het 41, 488, 1934 

4) 日 本 鉱産 計 前 出 
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Hel ペグ マタ イト の 構造 


産地 番号 地 名 | 形態 外 HK 中 間 部 Anos | Ke. Vises 
; ARSE (EVER (O38 RAE (op 東西 南北 
1 石川 町 前 内 Be we Se BRE KE Ee 5h 8x14.5m 
| Ss slepeleaa.. ea? 
2 Ie 7H 2 Hees wal ee lee i 05 x 12.5m 
ER ee ee 石英 
i yh Mee eS 
3 i eo ei geval cag tig ih 
JRE (Reo ( 集 塊 状 By 
4 [esr 3em a Wines gaaees mas 1 石 a 0X8 mm 
5 janet pe wee \ {8% eo) rh 2m 
6 天川 町 大 日 向 陳 ee eS Fe RE A 
7 leer ate we We ie 下 明 Bmx 15m. 
8 BARNSH bye a {aes ae 7 «15m 
FBR SHE) BREE, Re Vase 
9 BRNO net (Re oe G RE eo) 市 7m 
10 - BARKER pe nlee GEOR Reig y (SR 10x9m 
ah ee 石英 , BER, RE, . 
12 WL es A 8 FA BR 状 CEES 5 6, HAE) Veg O i 2m 
13 BRITT ee Wie ee) a 不明 
.| {eA FE, rex fie } abe . 
J tt Le} J BS id se, nia と if = ep 
15 BRAUER bg 状 ES) CS ie aaa 
小塩 江村 埋 z S| ele, A (RA, ER, Wess . 
17 | WSAEEE be Bates an ae {RH Bs on 


CC) 内 は ] 量 が 少 い 
叉 構成 録 物 の 帯状 分 布 の 特徴 か らし て ペグ マタ イト だ が, 代表 的 な 4 つの . 
区 分 に 分 けら れる と 考 を る 。 
(1) 含 黒土 三 ペ グマ タイ ト 
(2) @ABEAT SF 4b 
(3) SMITKWMXT ~ 54 b 
{RTE EEF S BO 
URN FABIEN IVY RSEEETZAO 
(4) Gh 7 yA > 
(1) ICRU CHUNAR (CS - 94 PARED DBL ORY), BES, B 
英 を 主 と す る も の 。(2) (CKO CRBREE (ペー サイ ト 和 構造 が 著しい )、 - 


anes. = NP SR RS aA 155. 
石英 Ae, PICIABAGE St WNAT<FAbKCHSZ, (8) で は 
2 分 され た それ ぞ れ で 長石 の 成分 る 異 る 。(4) CHUOCAEREBEO 分 類 
の 卓 洞 型 " に 全く 同じ も の で あり 水 卓 等 自 形 を 量 し た を 結 品 が 知ら れ て いる 
し じ か し 多く ぐ の ペ ゲ マタ イト の 構造 か ら 閉 用 て で て 一般に は と れ ら が Wa LIE 
IC CROLO RHE LOT LEH), —OONT マタ イト の 中 で る 部 分 的 . 
CRORE READ DN CHS TChLOMRSUN Bo 4 


FEIN FS Bese hth Oat ai a A 


On the Metamorphic Rocks of Kung-Chang-Lin district, | 
South Manchuria. , 


4 ie} TE 夫 * (Masao Iwasaki) 


Abstract; 1. The metamorphic rocks of Kung-Chang-Lin district 
belong to the amphibolite to epidote-amphibolite facies. 

2. Although existing with typical epidote-amphibolites, amphibole- 
schists, which are composed of almost exclusively amphibole, are appear 
to be in lower metamorphic grade than the former. 

3. Leptitic rocks, originally thought to be composed of plagioclase- 
quartz-chlorite, or plagioclase-quartz-biotite, were produced by the pneum- 
atolytic action of a subjacent rising granitic magma. These rocks exist as 
a continuous rock-bed intercalated between two banded iron-ore beds and 
their mineral compositions are varied locally. 

4. Porphyroblasts of staurolite, almandine and biotite were developed 
in. staurolite-almandine-mica schists by the metamorphic diffusion under 


distinct stress condition. 
5. The pneumatolytic metamorphism related to microcline-granite 


(so-called Kung-Chang-Lin granite) occured before the complete consolid- 
ation of its boundary facies. This view is favourable by the develope- 
ment of a quartz schist, which is distinctly of pneumatolytic origin, 
along the boundary of banded iron-ore and the granite. 


I BACBRLtORE 
問題 に し て いる 地域 内 の 岩石 は , すべ て 変成 岩 と 火成岩 で ある 。 Kea 


1) SEHR, 前 出 
* 徳島 大 学 学芸 学部 地学 怪 室 


7 = ae : 
© Pet ie 


156 | BEWOMRE SE 


(SESE (CL SMFS Rea AE hi と 呼ば れ BHR BE ASSET TEED 4 


RC, LEZEMETS Bea i FLED AAS D IC KBR OR GD られ る 岩石 は Wo 


< な lens と L CIBER ARAHAN Zo 


Rit, Fx OREM EYSL leptite MAA, HATS CR 
ies 7 ARG AR) fA YEA EET So i wy == 
此 等 の 変成 岩 類 の 上 下 に 接し て , EROS RAATE HA DPF WET S 花 
癌 片 礎 岩 及び 石英 片岩 が 発達 する 。 
紫 等 の 変成 岩 類 は , 原生 界 に 属し , METRO Bh : 真 系 に 該当 する LOC 
ある 。 


の 片 理 面 の 走向 は 略 々 NW-SE で , 傾斜 は 60° AYE NE に fal <¢ Stasi 
造る ZS So, 
見 掛け 上 EDO TRIC, RORBBASHBL TH 5, 


1. Fein A Pe 


(2. BRA a 

3. 酸化 鉄 一 石英 片岩 CHK GK ULAR OBE LA A” & FP 
5 Ye 

4. IER Ait APE, - 

5. aia PRGA BSE a CHOAIATT 0 富 鉱 体 を 件 わな い 

6. Leptite HHA, 

7. fa AGS, LIL LO, MIEN BLES S 2 


OE 
8. aku fakes, Sit, tie e— PoE, 
9. FE fer RS, : 


Il 締 成 岩 類 の 成分 鐘 物 の 共存 闘 係 5 
1. EEN ZORA COS ANODE, 成分 利 物 の 種類 の 多 
少 と いう 和 観点 か ら , SRO RAR Rd, 2 種類 が 対立 的 に 取上げ 
られ る 。 : 
一 方 は な , ji} mono-mineral OAC, RAR, WME, 
griinerite RUA cr ICTS. CM 5b, Bae EDS ELIE C PBMC 


e . : Hea 


Fe SESE TL AE UE 序 に 就 い て , HHPPHE, 5648, 656%, p.293, 1950. 
大 or me) TE ADRO GE TE Bub So 

2) Almandine, £WEG, RGkA, ABS, griinerite & i a BRO x 
SKOKICOS CC EE pata Sih CHINE AFB 

POMC EA AEM EEL, PEOPAREEL 5 BBRCE So 


ZERO, LORIE, SRW IC an (地質 図 参照 )) そ 


~ 


SR PA er OU HST «e 


ow! 


ov TEs RD tie Gt SY 


Se 


Hike. WBMPITIRHE artinerite Helens » EO BRING EE 2 L- 
は さま れる 。 = Re 
他方 は , NUN TRICE PLANT IY 2 RPO MPUABTCD Bo 


上 記 の 2 種類 の 中 間 型 の も の と し て , HOT—AEIRERS, 小岩 体 と 


eS : 
FAINFAX BR, SRO RE HSI, 殆 ど mono-mineral で 


ある こと と は 著しい 事実 で ある 。 即 も, と れ ら の 岩石 に は , AK SEA 殆 。 


ど 含 まず , 緑 租 石 は 全然 な で ひ 。 つ を まり , 極め て 塩基 性 で ある 。 此 の 条 mono- 
mineral schist で は silica 及び alumina が 不足 で あり , SiO. は 存在 す 
る metal oxide 中 に 分 散 し て 使わ れ , そ の 不足 量 が 岩石 の 鉱物 成分 を 支配 


TERELKOREBLGNS. 往々 に し て , 金 紅 石 (sagenite) EBA, 


BANA AICOA, 一 成分 と し て 滑石 が 入 つ て 来る 。 

産 状 よ り し て , CH EORERBEKREBLBANE, と の 様 な 岩石 の 
成分 に 該当 する と 療 を られ る も ゃ の は , ARE-KMERMIC 属す る る の で 
ある が , ALO。 を 含む 録 物 を 殆ど 欠く と と か らし て , 鉄分 の や いい 多い 不純 
KERBAO BBE BAZ ZOREYCHD 5. ) 
BRM 2 種 の 対立 する 緑色 片岩 の group で は , その 各々 で , 主 


成分 鉱物 た る 角 関 石 の 種類 を 異 に する 。 角 関 岩 類 中 に 見 出さ れる 青 緑 色 角 


関 石 ( ッ =1.672) it, 多 色 性 の 強い , 屈折 率 の 高い も の で で, aluminous va- 
riety に 属す る 。 一 方 , 角 関 片岩 中 の も の は ,- 淡 色 の , 緑色 陽 起 石 (y= 


1.646) 乃至 透 角 関 石 ( ッ =1.€33) CHS, 


前 者 は , 他 の 緒 状 鉄 刈 地 域 で 小野 五郎 の に よ ょ つて hastingsite と され, 
花 培 岩 の 影 線 に ょ つて 年 成 さ れ た と され た も の で ある が , 筆者 は , oO MB 
域 の も の に つい て は , それ が silica 及び alumina が より 多い 角 関 岩 類 に 
の み 限 られ て 産 す る と と , EOP, 域内 の TE hia O HOM e HA A Ic 
受け て る も, その 角 関 石 は 粗 粒 と な る だ け で 光学 性 に に ささ か も 変化 が な い 
と と な ど よ り し て , 本 地域 で は , 源 岩 の 相違 を 重く 取上げ る 。 

一 般 に は , aluminous amphibole は non-aluminous の も の より 変成 
鹿 の 高い 問 右 だ 見 出さ れる が , 厳 秒 に 言 を ば , Iurner "に よる と 7 片岩 類 
Hs Obstet, jr} aluminous actinolite (actinolitic hornblende) で 
あつ て , HHCASEATIOEU, SISSIEFIET ZICIAREDEKOD 存在 の 場 
4> (stress に よる H.O の 逸 出 の た % 等 ) に は aluminous と な る と 言 つ 


1) BBE: SRMMAL atta KROME 2h 33 5,6 号 1949 
2) Turner. F. J: Contribution to the interpretation of mineral facies 
in metamorphic rocks. Am. J. Sc. 24, 1935. 
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BAD, 此 の 種 の 角 関 石 を 含む 角 関 岩 類 は , 種々 の 点 よ り し て それ が 不 
完全 な 平 術 に ある と は 療 を られ な い 。 即ち, 或 る 一 定 の 平衡 状態 に ある a 
石 に 於 て , そ と に 変成 作用 が 起り , 紫 の 平 術 が 破れ て 新しい v 平衡 状 態 が 生 
れる 時 源 岩 の 所 調 internal equilibrium に 差 の ある 二 種 の BAASHIRFRIC 
同 程 度 の 変成 作用 を 受け る と , 新しく 得 ら れ た 平 衝 状 態 た で 差 が 出来 る こと 
は 明らか で ある 。 但 し, 無限 に 永い 時間 を か けれ ば , 高 変成 度 で は 両者 の 
平 術 状 態 の 差 は 消滅 する と と 勿論 で ある 。 

Internal equilibrium assemblage が 変成 作用 の 行わ れる 温度 より 高温 
の 型 に 属す る 場合 , reconstitution は falling temperature に 対応 し , そ 
の 逆 の 場合 は rising temperature に 対応 する 。 

本 地域 の aluminous amphibole を 持つ 角 関 岩 類 は 火 成 源 の も の 到 , AK 
色 陽 起 石 を 持つ 片岩 類 は 水 成 源 の も の で ある と し て 廃 明 し た いと 思う 。 


1) Harker.A: Metamorphism. p.192, 


i aaah 


CO 


oars N ‘ i ~ v ee eee 
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f Ce ee ae oe nee Ase 


Leb, TOTEM, AK, | 紫 等 の 岩 右 及び 角 関 石 の 詳細 な 化学 分 析 な 
ど を まつ で は じ め で 論ずる と と が 出来 る と こと で ある の で , と いで は 一 提言 
WINCH CIC EE DS. 

A eHO SLU Bit, 無色 の 緑 鎌 石 を 合 む な と と で , RAO REAHE 


中 , 緑 灸 石 を 含む も の は 紫 の 岩石 の み で ある 。 


LO aK RA Fae lk, 花 剛 岩 質 物 
質 の 注入 を 受け て , 第 1 図 に 示す 様 
に 角 関 片 麻 岩 と な つて いる 部 分 が あ 
Bo 

ILO FAD Ra Clk, 成分 鉱物 は 
aaah. ci GES 2mm. に 
RR も と の 岩 右 で は 04~I1mm. ) 
BS, その 光学 性 に は 変化 が な い 。 BB 
雲母 の み が 新 し く 形 成 さ れ て いて , 
緑色 の variety “CHD, ARIEAIS 
少く な り , BGRDASIEIIT Z o 

即ち , 上 記 の 角 関 岩 か ら , kOe 

筑 1 図 BiOMERUORAc ロ る その 変化 記者 つて , BRIER RE 
LBEPISO BIH MEME (Gta 母 の 変化 が あぁ つ た が , その 際 FeO 
質 , AG; 角 病 片 訟 岩 化 し た 部 分 , Am ARR が 砂鉄 鍼 の 形成 に 使わ れ た た め に , 
ARNG BL, fetkgkan) He REAS Fe-poor ROO & 


Blue amphibole 
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oe ew wes SH Oe ee ee ee el om ea le we ee 
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poor 
Tale Tremolite Actinolite Griinerite 
Iron ore 
第 2 図 HOBART RN CRN aS 
な い 。 実線 で つない だ 録 物 は 弓 長 恩地 域 で 


\ は 写 に 共存 する と と が 出来 る 。 


\ 


460 2 eh eRe 


な つた 。 DED, WRGASTE RS, 全う た FeO BRB AOR b 


DCH 4A. 


域内 の 緑色 片岩 ANCHE, raion Se, RAF ete aie Be 
示す れ ば , G2 BOM CHS. 


柄 税 石 角 関 片 岩 は , 独 立 の 岩 体 と し て 陽 起 石 片 岩 中 に 小 規模 に 出来 る も の 
で ある が , や ! 特 異な 録 物 成分 を 示し , 角 関 右 も 三種 類 が 共存 する 。 即ち 
FES: (a) + eriinerite > Ast+ We a >almandine > mEgeGh+ MILA 

DRBEAL, ARELCRMRAAINAICIEL TT, ARIE CARD IC, 


_almandine と griinerite を 有する る も の で ある 。 


2. Leptite 44 Eskola! (x, Orijarvi 地域 の leptite CBET, € 
れ が , 真 の 平 術 に 到達 し て 生成 され た だ た も る の で ある と 逃 べ て いて , BHO A 
BOK RIE ORB ICHETIA, 全く ふれ て いな い 。 


SB Clk, 連続 し た LOOMED, APSO. CAPR 


GLOMICILA EN CHT SIE MICE ED ORBEA ECOSES EOD 色 
ORRBWKAAC, £DEOZ AIG ZL ORD IMR Eo ice LTC HEL 
CHOCWScTCLICES, WMO WHMREBRISZE M1 BOM 


ある 。 
el ze 
= me a OK Ip ml 成 分 OKO 
Oo abe WIG ARES VER CN, 電気 Deeg Shar eae 
A BE OR RA 
gprs | + RUE 
| \ é 中 ee . a ‘ leptite 
EI > Su Ee ih bale | PRSz aS 
= | 8281 | + 4 NESS aes SN LT leptite 
fc || 8283 + + oe ae 0 + ” ' 
作 ; ; 
用 8284 | + 4+ HS ye el aa Ar ae ” 
M202 | a + o+[ + | Fees 


: leptite 
—_— eee leptite 
Divi, ALLO leptite PU t, Ocijarvi OLOLA く 同 一 で は な い 
DS, TEAL, AD ELO ILO MUSIC HECIE, 次 の 様 な 後期 の 気 成 作用 を HR 


1) P.Eskola : On the Petrolosy of the OrijarVi region in routhwestern 


Finland, Bull. Comm. géol, Finlande, N. 40, 1914, 


eee pb len 1 ou ix peematite WIE 
ee eS 
ee re 


eH a ses % 由来 て で 25 3 “S . 
(3) AS Beeh ec KS cE RD D, ete 
する 傾向 が ある 。 i a ree 
| Me RAMEE BIS LO DSL, 平生 Pen OHS. 9 
(4) 緑 泥 石 は 」 HELV GSAMCIERE Bt), RABID ANC TIERED 


部 を な し て いる I に 過ぎ な いも の が 依 v。 oe 
(5) #ARAL, BRAS, ME RIC よ つ で 非常 に 洛 唱 され て いる に も Pee 
GE, 極め て 新鮮 で ある 。 scene: 


BS peti ith 0 BAM ER を られ る も の は , ath ae 
SEG, BRBEE CHS. CNOOMMEBINGR, ERT ELT. 
残る の は , Bit, SRA mH, MEARE CH SD, COI, fe IE 
4 i & fe RSE: と の 共生 は 全く 見 られ な い 。- i ioe fa WEES: 2 oS Elo x 
に 移り 変る と と も な い 。 こ と れ ら は , 共に , 白雲 母 と 平行 連 品 を する 。 CM 
CeO ee 
| 物語 つて いて , 両者 は , 源 岩 の 成分 の 差 と LocH に 容 定 に , 他 各 物 sage * 
Pic, 生じ た も の で ある 。 . 
g DE), 白雲 母 化 作 用 以前 に 存在 し た leptite cit, Ak —B A he 
E HET, Lit, BI BN ARLO ME EAR RICA FB 
F の で ある 。 > 
Bee ts BESTE IE VER LIVEL, JCB UCD 
, BAA, 無論 , 白 sala ie Wy OIG 
= Fiat Zo pe 
2 ae FRG ST Kix C linear schistosity の 著しい と 
i bee Mares MICHIEL CoS the ORZ 2 EN TL Ben 


~~ 


CE Me LTik, WKS, 右 英 が あ WY LT OHS $M 


$7 
te fateh 
Wo ; vat 
~ ae 1 ™ y > 7 L i “ me 
7 = oe 
7. pee 
Sn 


域内 の 他 の 岩石 より も 強い 偏 圧 を 受け て に いる と と は , CO's WAM 
— 今 と と も に 注目 すべ き と と で , 十 学 石 , DEE SE DO NOM Ic 際 し 
Mlc + る Durchbewegung ROKC, git AR 
者 え を 超 起 させ る BE a Ba eat ee bet k oe 


ee wee x : 


4 
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‘ho eo RR Doe A-C-F 三角 図 に 投影 すれ ば , 略 々 AF 線 
上 に 並ぶ 。 (第 3 BD poe 
A 


7 GRBBE TS OPER i>, ZEDE 
~ 品 で ある 十字 石 , RERL 本 
梓 石 は 石 基 久 物 で ある 組 宏 
Bk, 磁 鉄 鉄 料 , 硬 緑 泥 石 を 
expense し て 得 ら れ た meta- 
morphic diffusion の 産物 で 


7 ある と と が 分 る 。 と の と と の 
aAfeei, AC F =Ay a» 
ら る も 読み 取る と と が 出来 る 。 
Bd, と の 事情 は 下 の 反 応 式 
“CAR A IL 
4 SN) oe 第 3 図 A: sericite,S : staurolite, 
re Ch : chloritoid,G : almandine, B: biotite 
: F: FeO, C: CaO, An: anorthite 
were H,FeAl.SiO;+ 2FeO+ 2Si0O,> 
: 。 chloritoid S 
F es Al2(SiO4)s ++ H.O 
almandine (stress (Cc Ai6' HERE) 
三角 図 で は , C+F=G, 
H,K AlI;Si;0,.+ 2H,FeAl.S10,+ FeO+ SiO. 
sericite 2 chloritoid 
2AlL,Si05+ Fe(OH) 2+ He K Al;Sis0,2- FeSiO,+ H,O x 
staurolite biotite (stressic k AisGHiPRE) 


三角 図 で は , A+C=S, F+C=B, Bic A+F4+2C=S+B, 
FERED £ GID EOBURIL, TBE CLO RCH So 

1, HER CMI, 硬 緑 泥 石 の 濃 集 し て いる 部 分 に 生じ て いる 。 

2. FERED IABAUC IX, 磁 鉄 鉱 粒 を 全く 欠く 範囲 が , 大 体 0.05~0.2mm 
の 巾 で 存在 し , Hp metamorphic diffusion ORPPRE TKS. AE 
Atkic rt, GMT RR dust が が: 一面 と 散布 され て いて, BHORBLE 
する 原因 と な つて いる 。 

8. AAPA OVA ic 集中 する と と が 多く , あ た を た かる 火成岩 に 於 は 
% BIGKOIN CCH So TAS EKA GIS dls PIC, ABER RICKRL 
て 作用 し た SiOz 05 SiR LOR LM CHS. 

4. #9228), GERUE GISZERE GAO FABRICA RICHAL, 中 忌 構 造 の 様 
BALETS. 


i eet eles 


A 
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5. SEO ITAL, © ORES &, PNT ASA L ¢ ARABIC, 特に 黒 
雲母 で は 枝 を 出し た を 様 に な つて いて , BRIE L BCHES6 Lal, iii 
者 の 難 開 線 が 一 致す る と と は な い 。 


先 に 想定 し た 反応 式 と , 鏡 下 に 磁 鉄 鉄 粒 を 見 出す と と か ら , と の 岩石 で 
It, 5 成分 の 系 に 於 て 7 HOS CREE, He, WEE, TA, 
SER, 磁 鉄 鉄 , 石英 ) が 平衡 に 共存 する と と に な り , Goldschmidt の 
録 物 学 的 相 律 が: ら 見 る と , その うち の 2 箇 の 鉱物 が 平衡 関係 か ら は み 出 す 
と と に な る 。 そ の 1 つ は 砂鉄 鉄 で ある と と は , 反応 式 中 に FeO; を 要 せ 
まま , 此 の 岩石 中 の 磁 鉄 鉄 は , FeO; を の FeO の 添加 に ょ り 形 成 さ れ た だ と - 
考え ざる を 得 な い 。 る も う 1 DitEM SIO, L—-WHAS. 

つま り , と の 岩石 は , も と も と alumina と 鉄 に 宮 ん だ 岩石 で あつ た る も 
Dic, 更に 鉄 と SiO。 と が 添加 され , HUME XS, metamorphic di- 
ffusion の 行わ れる 条件 が あつ て 形成 され た 片岩 で ある 。 即 ち , 想定 し た 
反応 式 に 於 て , MEIC ES HO の 険 去 と , FeO, SiO; の 添加 と が 引 続 い 
て 行わ れる 条件 下 で は , 反応 は 急速 に 右 を 進む と と は , 質量 作用 の 法則 か 
ら 明 ら か で ある 

以上 の 他 に , BEC, 多量 の 電気 石 微 柱 が 見 られ , X= 暗 青 褐色 , Z= 
無色 一 淡 書 礼 色 の 多 色 性 で , 域内 の 他 の 岩 右 中 で 普通 な 嗜 青 色気 成 電 気 石 
Et HEED LD CHS. 

Ill mB ORRB REA HT 
eA alt, 域内 の 結晶 刻 岩 類 の 最上 部 た 位 し , FEI AS & 酸化 鉄 一 
i SDS, と これ は 後述 する Eka a & 
pee: COMB it, FAICHLS ZSEKICHS. 従 つ て , 
通 の 意味 の sedimento-geneous BHA Clticvo 

eee eae 結晶 片岩 類 で 近づく に つれ て , FEF $e RAS ¢ 
な り , WIC Cid, BICEO 両者 が 殆ど な く な つた も ゃ の が , Ib 
DEE CHS. 即ち, 次 の 様 な 関係 が ある 。 


AE we Ras > Sea + Bikes 
右 英 増加 石英 増加 


つ を まり, OBE Bit, HOMRMO TE WIAO boundary-facies の 1 つ 
の member で ある 。Goldschmidt Christiania 地域 , 及び , Eskola 
の Orijarvi 地域 な ど に 於 ける と 同じ く , 紫 の 地域 の 花 賠 岩 も , そ の boun- 
dary-zone が 固 結 す る 前 に , 既に , pneumatoly:ic metamorphism が 
行わ れ た こと と を 物語 る る の で ある 。 HOARE ACh, 4 PORWR ICAO 


所 調 Ader-gn 
) 


ESB On BL OR a oe 


Cy Hii CBRN fs FRU, 径 5mm ASO Aad PD Ons, 


石英 は , 波動 消 光 が 一 般 に 著しい が , a 


分 に は , HICERAROHRRALNDS ro BILE CRI: , 理 結 


mL CHIR LOL EDI MEIC, 竹谷 長 右 を 企 う と と が あ Dy Bie 
な つて いる と と も ある 。 BRHIt, 1 2mm 位 の 間隔 で , ZERO band 
に よう つて 境 き され て いて , CHDILO EHO RAED 原因 と な つて いる 。 

LORTAB ADS, GRIK En 5 biti, 抵抗 の 強い solid EAICHL 
て 形成 され , PaO Hey 岩 に 接し て は , FEN IRE ORC, と の 様 な 
だ 岩 の 薄 層 だ に 見 られ な いこ と と は 興味 深い 。 

PSSST ALBEE iid 5 Ds WBS S TEM BIC Id, SCRE. 自 
SER TARE, 画 寒 母語 礎 岩 等 が あり , と れ ら ! は オ FICHE ST So 一 HIT, 
WARS A BURIED LOREM, Zn ら 移 り 変 る Tei Beeb 
の そ ぞ れ と は 一 致す る 。 


Abii tk, He CHO pegmatite LO¥ Gc , PELE, ERA 
oligoclase CAvsoAnzo BYE), ADB Ae ERP BN MeL, EERE, BRIG, 赤 GR 


GREED 5 1) HRRGI— WA RIES, ERE BEMRIC TD b » COMO Ca 


icrocline-perthite が 見 られ る 。 

花 税 語 礎 岩 は , VERT fiORG L BEA 6 KS MIO TE EAOBD &, 
“OS AIL Clo BPG OBE = LTB 部 分 と が FORIC HOCUS 
neis 又は Arterite (Sederholm ) と 呼ば れる か が ) ae 
ERB INAHRECHS, : 

GEA RICHI S 1 の 部 分 CAder の 部 分 ) A 
ee RA Me Sey | 2 表 の 様 で あつ た な た 。 


(Holmquist 


Cit AES OU ASIC ko 
いる 。 に 
THEA ea Cit, HB ahs 
HC ASE: EPPS LO 
So REET PRE Cid, 必ず ま 微 
MALEK o 即ち , HEEL 
WAS LAL, FEN BRED GId, 
&= ¢ BE bio で SE IEMA, 
leptite Bria Lyn HR ear GN re 


Ader の 部 分 (I) で は , 役 . 
BRADY CBE C, 長石 類 
OmbeicwecCASe, Ie i 


xs 


2 
f 


gS 
a 

< a 35 123 See 

a 0.8 a ERR ee 


‘s | IV 線 is tae 
eg 1. AMRALO AERA, AAI LC, その ARB DN RE 
| IVERICIRT So = : ee ee 
poe 2. BER A—HBE ith DY MEIC LOT, HAR, FZER:, Bit a, 
EAE, BNE, RGbie E CBLINGE EL AED BB, いま れる 


その た め % め に , BRE GHEOMRBEL TO) の 上 昇 又 は 低下 【 な が つっ だ 2 
域内 の 岩石 の 変 成 度 の 差 は , YD internal equilibrium assemblage の * 
。 工 に 依る の で ある 。 7 | be ee 
_ 3. EE SEIADS EES, mono- i FQ Phy eas, 和典 型 ' 的 な 
GIRBAPIE LIT SR, と これ は , MUGS & D bv AER Be 
る の で ある 5。 
4. 88a saya (hiistingsitic) は , silica excess の PRU pais 
as dpe So 3 : 

Bis Be — jen L aaa ees LO 手合 せ を 持つ た 
ae Bs BPE ii OD RBM EAD BOE SLIT, 部 分 的 に 閉じ Oma 
Oe BIEL ERG, よく 連続 し た を 岩層 と し て , RRC AS ENCH 

FS. CHASE ー の , 本 地域 に 於 ける Salic な 普通 panos 
a oe \. oe : 
: cae PPI SE PaO RS AER almandine, ALEC 260 a 
es Lid EE OVER Fic, ee diffusion が 行わ れ CAE Fou 3 

用. 微 代 長 石 一 粗 粒 花 沿 岩 E よ る 。 変成 岩 類 え の 物質 の 添加 は , eee 二 
。 客 岩 種 に 就 て 選択 的 で ある が , FeO sc ft DICH CH LW o seers 
io, 8s GSETE—HLBATERAENE その boundary facies が 固 結 す a ; 

os pagematolytic PA が を ton, る BREB ED SEMICIOT, OS 


= 


166 BBR DRRZAB 
BRB G & rah Ader-gneis と を 生じ た 。 


(RAS APRIL, 終戦 の 一 年 前 に 始め た も の で あり , 引揚 の 際 , HNO 2 £IC 
より , まとめ た の で 不備 の 点 が 少く な く , data も 足り な いも の が 多い 。 地図 類 も 持 
ち 帰 れ な か つた の で , 大 体 の 記憶 に よる も の で "ある 。 引 ! 続 き 研 究 を 進め る 際 の , £ 
者 の 見 通し と し て 抱い て いた 考え を を 本 諭 次 で は , 極め て 大 紫 に 述べ た が , とれ は 筆者 
DUO ZA — 1 FICMT BREOMEZ OBO S Ch So 

3, AUPE IIA AEE) LD BUD F ICD BNE LO CHO 
優れ た field を 撰 択 , 指 示さ れ た と と に 対し , 同数 授 に 厚く 感謝 する 次 第 で ある 。 


— 


新刊 紹介 
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Tables for microscopic identification of ore minerals. By _ 
Utenbogaardt, W. ABUL RNASE FP CMe RET SAIC ree Re 
Ch So ESMMITMERMMAUD, BARMAN T SIC LOCK 
BM Str. SRILA, 化学 成分 , 結晶 系 , Talmage ME, RAE, 色 , RelA HOTh 
順に 列記 せら れ て いる 。 RAG OBLFUE RIC ON YC —FEOB RIL DS, 化学 成分 
の 類似 し た も の は 一 群 と し て まとめ られ て で 居り, 結晶 系 の 項 た は 同質 異 像 の 変 移 点 が 
記載 され , 反射 度 の 項 た は 光度 討 接眼 鏡 で 測 規 し た 窓 気 中 及び 油 肖 の 値 , また は 光電 

_ 管 で の 測定 値 が 挙げ られ , 色 の 項 は すべ で 油 浸 の 場合 で , EXER’ の 比較 , Ate 
色 性 等 が 記さ れ て 居り , 春 企 試験 の 記載 は 比較 的 簡 温 で , 最後 の 其他 の 項 は 他人 鉱物 と 
ORHEOMI RHEE OMS, 異 方 性 , 偏光 色 , ARSON, WE, (hain & 7 BRE 
Deis, 共存 鉱物 と その 共生 関 孫 , 類 仏 録 物 と の 相 異 等 が 記述 され て いる 。 CZ HK 
WG DAE OTe ee APE EO AEE OI FE Cane BEI Fe 2 つの 一 覧 表 が あ 
0, SCBEICISIUE RIT OH DMERS ICU SAIN BRD OB |S AST FA) KOS 
ERE Dik DoCAS 218 FB, 1951 年 出版 , Princeton Univ. Press, 5.00 $)C&A) 

Rock alteration as a guide to ore—East Tintic district, Utah. By 
Loveving, T. S., etc. APtlk Economic Geology の Monograph 1 で , 上 記 状 
者 の 外 11 名 の 共同 研究 者 に よ つ て まとめ られ た も の で ある 。 は じ め に East Tintic 
HAO, 構造 , 鉱床 に つい て 一 般 的 な 記述 が な され て 居り , 本 論 た る 変質 作用 に 
NYT (LAR OFA FROMMER OT OLE PR BK NS O HERERO ADD BERD Bd 
載 が な され て いる 。 そ の 概略 を 述べ れ ば 次 の 様 で ある 。 

当地 方 は 吉 生 代 の 芝 岩 ,、 ARES it SOMA, 集 塊 岩 , 石英 テラ タイ 
ト , AREY ゾー ニ 岩 等 より な り , SRILA GARE YER EHO ShHRGh3e 代 鉱 床 
KOE TORRY FI NEC, その 3 ち 前 者 に は 題 装 な 圭 水 変質 帯 が み ら れ , 
鉄 体 と 密接 4 関係 を 有 し て いる 。 その 変質 作用 は 1) earlyb arren stae, 2) middle 

_barren stage, 3) later barren stage, 4) early productive stage, 5) product 
ive (ore) stage の 順に 行なわ れ , その 3 ち 1) ORMNIAKSOABAILROKIY 
a DBRVEAME CH 0, 2) は 粘 王 化 作 用 , 3) (AEE HOD V AR Ef Pe Re 
Ai * BHSKDK © RIG ICE, MOOK IPE OT 27 ey © AB BAG Ash 
BEDDK « Tile «GRICE, 4) EES. © HOE = BORON EM 5) は 硫化 物 * 
BT v Fey AL 9 HIE © FL SEW BSE OT DSKENLIEAG, ZSIR* 
WBA A LOK RO RUNAIRIC EL OCARMSHKS OCHS, SHORE 
は 更に 下降 水 に よ つ て も 行 な われ て で おり, その 化学 的 条件 の 相 異 に より 分 解 生成 物 を 
FICE CW So BILE AED OAMOTEIC EL OCIERL, 各論 質 時 期 た に 於 け 
る 上 成 分 の 増減 , 訟 いて は 熱 水溶 液 の 化学 成分 を 論じ て いる 。 CRBC 64 Hy IND SBE, 
1949 年 出版 , Econ, Geol, Pub, Co 2,50$) (4 木 】 


i «ee 


on ; | S 
抄 _ 
HORI ES 
7484, (Au,Ag)Te。 $8) OF RPFI e 


結合 Tunell, G., Pauling, L. 

金銀 テル ヽ ゝ 鉱物 に , (Au,Ag) Tes で 示 
され る 針 状 テル ヽ 鉱 
エラ ス 石 (calaverite) 及び クレ ン ANM 
(krennerite) © 3 aby3:h 0, ZRAAFEL 
FARE RULMOR CG % 4 Sylvani- 
te, P2/c, aj=8.96, bp =4.49, co=14.6 
2, B=145°26’, z=2AuAgTe, ; calave- 


(sylvanite), カラ ベ 


ed Tite, C2/m, aj=7.19, byp=4.40, Co= 


5.07, B=90°13’, z=2 (Au,Ag) Tey; 
krennerite, Pma, ajp=16.54, 6) =8.82, 
co=4.46, z=8 (Au,Ag) Tero ELSeartin 
と も , Au と Ag (£6 fa D Te 原子 で と 
り ま か れ て いる 。 Sylvanite と calaverite 
で は , 各 Te 原子 は 3 個 の Au 又は Ag 
原子 と 3 個 の Te 原子 で と り ま か れ て い 
る が , krennerite で は Te 原子 の 一 部 
は 同様 3 個 の Au 又は Ag 原子 と 3 個 の 
Te の 原子 で と り ま か れ て お り , 一 部 は 
個 の Au 又は Ag 原子 と 5 個 の Te 原 
子 で と り ま か れ , 叉 一 部 は 5 個 の Au 叉 
は Ag 原 子 と 1 fio Te 原子 と で と り ま 
か れ て いる 。 CORAL Ma SIAC 子 価 
結合 説 か ら 求 め ら れる "(Acta Cryst., 5, 
375~381, 1952) (KB) 
7485, PER BieMOk Seater 
YAR Ramberg, H 

EEE UI OMHRO'E LA YE (electro- 
negativity) は Si O ##, (Si/Al) 
O4 区 面体 の Al/Si ICI <0 ERR 
KH GC Si-O Si 針 状 体 が 多く な れ ば 
な る 程 , 金属 イオ ン と 結び 付い て いる O 
原子 負 性 は 大 きく な る 。 即ち orthosili- 


cate>pyrosilicate(Si207°~, > metasili 


_ cate(SiO;2-)—> 複 鎖 silicate (SigOz227) 


->phyllosilicate(Sis0 4987) ~ tectosili- 
cate の 順に 順次 O の 電子 負 性 値 が 増大 
する 。 DOOM CHB Tay OF: - 
交換 が 起 る の は , TE FIEMOB YL 多い 金 
属 が 最も 吹 性 で 険 イ オン と 結び 付く 時 と , 「 
電子 正 性 の 最も 少 い SADE VBEKCS 
LIE4 Ay LRU BACH OT, 
ELSORGIA = F-OHBEG (be 
pa ー ギ が 最高 で ある 。 種々 の BA. 
る 型 の 球 琴 塩 久 物 の 中 で , 種々 の 金属 
mee その 構造 内 の 酸素 の ELH 
性 と , 元素 の 電子 負 性 度 で 得 ら れる を の 
SAR ORICK OCHS, CORE 


造 岩 鉄 物 は 良く 一 致し て いる 。 (Jour. 
Geol., 60, 331~355, 1952) (AFR) 


7486, Na,O-P,0;-CaO-P,O; 系 
Morey, G. W. 

NaPO; の 燈 融 点 は 627.6°, Ca(POz)2 
燈 融 点 は 977° GC, CODA Cl 
738° CaM BFS Z2Na,O-CaO-3P20s 
が 存在 し , この 光学 的 性 質 は 二 軸 負 性 , 2 
V=80°, ©=1.518, B=1.564, y=1.581 
で ある 。 こ の 化合 物 と NaPOs の 共 融 点 
は G25° で , 叉 Ca (POzs)2 ED Sth 
(x 725° “GHA, CJour: Am. Chem. 
Soc., 74, 5783, 1952) [KI 


ーー 


BBBROKUR 


PDs 


7487, bP) —GRRERBZKS 
Walker, F. 

AEE © HG oS Ba 一 粗 面 岩 系 
BC (LE A A Coe BS ODS 
る 。 HE mugearite な る 語 は 混乱 し で 
使 は れ , 粗 面 安山岩 に た 入れ る 学者 & あ る 。 
著者 は タメ ヌイ プア の ムジ アリ ー 尋 , Mauritius 
BA 1 MERI ER OR 
曹長 石 率 武内 その 他 の 化学 成分 , Heeeak 
Wn, 構造 を 検討 し た 。 此 等 の 次 草 長 石 素 


\ 


<PRERG ムジ アリ ー AED ICH 


= 


932 eee) oe 2 。 


武内 の 化学 成分 は け ス コツ トラ ンド の ムジ 
TV -BicHeL<S BFA, Fe2O,+Fe 
O,K,0+Na,0, MgO 図 , Si-alkali 図 に 
於 て る 以上 岩石 は よく 一 致す る が , A 
Fle, 粗 面 支 武 岩 は 異 り 9, 或 は 分 散 す る 。 
LaLEOKH RAY HN a Off ld BL 


Mate CHAZMNED & と か ら , AEE 
Aree Lest 7c DRED D~Z CH Ao 理 
下 は その 名 称 で 述べ られ た 岩石 ば 塩基 性 
で PRAMICAS も の で ある 。 ムジ アプ ア 
リー 岩 な る 語 は 細 粒 , aphyric 或 は mic- 
roaphyric GS AhA<. BCE HEV 
RARBT Ao 次 曹長 石 に と とみ, 短 HE 
長石 が 特徴 的 4 粗 面 岩 模造 を ES Ao 
成分 ど し て 多 ぐ は な い が , TERE, BB 
BA, FINA S0 AY TV -AE ES 
BWADBWt4ALOCL MAA 様相 を 
BP SLOWKERAVBRSE よぶ こと 
lot Ao (Geol. Mag., 89, 337~345, 
1952) (Fi) 
7488, Cape Province, Upington 
DISS LLB SEY Mathias, M. 
Cape Province, Upington 近傍 産 珍 
bLW ES Fal BN CLOER LIC, 
EMDR Ch ORAL MEER EO 化 
学 分 析 の 結果 を 載せ , Ae E HhD A 
MEE OUR IF OCW SoRAAIE UR 
EET SIRE O BET 2 EK 
LERFIC EP IK © REBR 227 LPR C LB 
AOE 5 KARNES HTH, BL ホル 
YT ILA DIR ER Ss DHEA AL Zev 10 
AAD Mode は quartz 12.4, potash- 


felspar 3.2,oligoclase §.8, cordierite 


= 


a 


63.1, cordierite の 変成 物 4.9, sericite 


4.2, biotite 1.6, sillimanite 3.4 
andalusite 1.1, iron ore 0.2, apatite 
018% ChA> BSHOKE EI MICA 
Bie mC EDAD Hct we 
を な EATER OSE Loo 本 岩 及び 本 


? 


EY 0 分泌 せる 医書 石 の 化学 組織 は 次 の : 
如く で ある 。 
BeaAaa HEA 


SiO, 52.39 48.40 
TiO, 0.25 0.05 
Al,Oz 29.29 3215} 
Fe,03 3.92 nil 
FeO 3.59 9.80 
MnO 0.18 0.23 
MgO SSG 7.25 
CaO 0.38 trace 
Na,O 1.03 0:39 
K,0 1.47 0.07 
H,O4 2.41 1.58 
H5@2 0.21 0.16 
P205 0.19 0.03 
100.68 100.11 


医書 石 の 化学 式 は (Mg,Fe'…,Mn)2.oo Al 
3-94 Sl5.o4 Oig:(H2O)i-10 で 表 は され 
Mgs2AlsSisO;¢=56.53%, (Fe, Mn)2Al4 
Sis Og = 43.47%, OMAR 有する 。 
AS & P.Eskola jc k ocCH SHE 
Finland, Orijarvi EOHBEAROH. 
H. Read に ょ る Aberdeenshire  fE®D 
Arnage-type の 岩 右 と 比較 じ て い る 。 相 
約 と し て 本 岩 は JEROUERE DS AlzOs, 
MgO の 供給 を 受け 交代 作用 の 結果 生成 
され た も の で , この stage は Turnerm 
云う pyroxene-hornfels facies に 相当 
する も の で ある 。 CMin. Mas 29, 926 
~954, 1952) (Ff) 
7489, N74 KUO SHR 
Macdonald, G. A. 

Mauna Loa. Kilauea 火山 OPS Elt 
Sie 774 NAY REO < , BS 
AYR ADBACH So Bilyale7cvr0 
BIT ULB ARIC LENA ES ¢ SERRHE 
HBS YO, KEWZMEA So Hualalai 
KING ERS BAY Da 6 ico 時 
OY Wa, MMALY REALE PIAS 


Pa se 


ee eee 


le satiate Lh ie 


A a eh a iat SN i te al il 


(SAVED OAT FC ZUR 
7 = WRT DR Bs Bs CCB 


DBo BEHLORMOUNIDA 未 


「 し てい る 。 Mauna kea © jes 岩 は 古 其 


Hamakua 喧 出 岩 閑 A 新 其 Laupahoehoe 


吐出 岩 類 に 分 ける 。 BBO ENGL HAE 


AYREOEL<, VRAELO “primi- 
tive picrite basalt’ ( 班 卓 概 棋 石 多 量 ) 


EES > -EREIS MAYA, Y Eta, 


HERBIE, 煙 石 に と ピク ライ ト 
AXRae Sis, Laupahoehoe series 
RHEREAUE DEA GC, 少量 HBG 


VRE > Kohala ko veetee | 
期 の Pololu series ROP O Hawai. 


series か ら な る 。 AB < MAA ET 


26, ERE. ビク ラテ イト BERHOD 


布 は 小さ い 。 後者 は 次 草 長 石 安山岩 が 優 


Bo 粗 面 内 を 少量 伴う 5。 Hualalai, 
Maunakea, Kohala DIBA Ici BA, 
BAZ ASM So 


講 火 山 の 化 学 成分 が 挙げ て ある 。 Ma- 
unakea, Kilauea の 成分 (夫々 14 (ff, 
25 個 う は Deccan trap {=O hv 4 ic 
Wo Huak li 玄武 岩 所 の 成分 (9 個 ^ は 
AIAICH NEL 7 DV, BO AlLLOz 
だ 富み, SiOe MgO に や 之 し い o 
Maunakea yj (11 ff) の 変化 図 は 
Haleakala た に 似る 。 アル カリ BAGH 
50.8- で あぁ る 。 安山岩 類 は ムジ アリ ー 岩 に 
類似 する 。Kohala (13 ffi) の 概 棋 玄武 
岩 は 他 の ヘマ ワイ 講 火 山 た 類似 し , KY 
BRWAWAL TY — BICWS. ARS 
化 は crystal settling に よ つ た 。 AA 
KEIM EEE Cho 初期 CE 
相 中 plutonic condition CH iA Dyh 
MeL, hicetise 774) Bana 
URHK ZLV KERB EO<K Oko Bic 
FAIR Bits BSA. SARE 23 除去 され , 
tHEBEIWA, Kee Kile, 粗 面 


NCH ASS SB EE OC O 出し 


_ophitic $ag§ Elliott, R. B.. 


lath RORBORERMACEBLOMT 。 


SEBO ophitic AEMICTY CRA eM 


t 


Ro (U.S. Geol. Surv. Prof. Paper, ~ 


ba 


214-D, 51.96, 1949) ete OS 
7490, BYRERHD trachy- 9 


‘Scotland, Dumfriesshire, Dinwoodie 3 ; iz 
EEO AD ROBE LTR A ICOW NT 詳し い 岩 ) 
BPAY RMT, 本 岩石 DERI 
の ophitie texture と は 異 , subophitic 
texture を 示し , trachy-ophitic 7¢-4= 


祭 物 組成 は 次 の 加 く で ある 。Si0245.64% 
TiO, 2.48, AlpO; 18.15, Fe,03 4.67, ia a 
FeO 6.15, MnO 0.19, MgO 2.82,CaO- 
7.78,‘ Naz0-3.62, K,O 2.04, HO, v—-— 
2.42,H,0_ 0.50, CO 2.68; P,Os 0.67, 
Total 99.81; felspar 55% olivine oF 28 8 


augite 11, chlorite 17, magnetite9, — ie ig 
calcite 2; plagioclase, Abag “Ange | a ee 
ns a 


augite, Fez Cass MgzeoA alCIACIL 


に 並び ) それ 等 が 互 に 接する 時 の 次 不 規 | 
則 な 輸 可 を 示す 事実 より , 周 園 の 媒質 が 末 。 
だ 完全 に 液体 さち うた 時 た その 結晶 作用 7 
が 行 は れ た も の で を なり, MBM ZL 「 
等 自 形 の 長石 を 取 園 ん で いる 事実 より a3 
AOR, 流 状 構造 が 生成 し た 後 セ = 
WEA OMEELLIC RO CHS. MS 5) 
づつ 長石 が 結晶 し , CUS CHERRI DS 4 
され , HOCM MOREL LOT ,」 


“ 


iL DIMGICKEE LIC OE RSE 
で , trachy-ophitic 7 ZSR4 HI Ce 
る 次 第 で ある と 述べ て いる 。 (Min. 7 
Mag., 29, 925~928, 1952) CE) ; 


7491, Eire, Carlingford の 折 く の 

BUF AS RAE EBIS HT 3 ARID Y NILA 

Harry, W..T. x 
Carlingford 半島 で ド シ ル リア プア 紀 の 砂 x 

Be Hah aM OKS 7 Gia eucri- 


te) の 送信 を 受け ホル ンス トー ルス 化し て 


34 BER OB KY & 


So CORNY AN Al ARIEMIC HAR 
DYSIREHRE & IR RS 7 塊状 の 
濃 色 中 粒 歌 い は 細 粒 岩 の 二 つの 型 に 分 け 
られ る 。 題 微 鏡 下さ で も この 二 つ の 型 が 大 
きく 区 別 さ れ , 前 者 は 寄木 状 構造 を 持つ 
CHAE, BRKER GA CE 0. Biicsee 
FRA, 石英 ,、 BBR OT I So KS Ik 
AUR ROK BAA AKER A 加里 
RAS CARER, RRA, 金 紅 BE 
wSteo Chk Eskola ORGANI Y ~ 
ルス 相 に 相当 し て いる が この ホル ジン へ 
ルス が 等 化学 的 に 行 は れ た か は 問題 で あ 
る 。 こ の 地域 の 砂岩 , 頁岩 と この ホルン 
へ ルス は 化学 成分 が 異 つ て いる ( 谷 これ 
は 一 般 に 記載 され て いる 水 成 岩 源 ホル ン 
ヘ へ ルス の 化学 成分 と る 異 つ て いる )。 即ち 
CORMY AN Als SBS IC に よる 変成 作 
用 の 聞 に 変 代 的 に 生成 され た も の と Blt 
れる 。 tOPRRAWEICIIV 成分 を 持つ 
に 至 つ た も の で ある 。 Grout や Sadashi- 
vaiah 余る 言 つ て 居る Ric MRAOR 
触 部 の 談 代 作用 は 基 性 化 作 用 で ある ERC 
ある 。 (Geol. Mag., 89, 411~416, 
1952) ; CB) 
7492, AVEFOBUMAWBH 
Westerveid, J. 

AVbhIOBLAK WG —MICHR 
AE OM VEE RARE OME HY OS [en REI 
De a ABA RE A AO HY OK 
DRL L CHS) CHESS USES 中 生 
(RO PRED HH A) oO, AB ME 
FES SHPBPAICIVOT MEPIS So tok 
山 は 漠 大 な が ガス え 庄 の た め あめ に 激 発 前 烈 劉 吐 
出 を し , 台地 状 堆 積 を つく つた が , HA 
火 唱 丘 は つく ら な か つた 。 此 の 吐出 物 は 
Katmai 型 (Alaska) の fierycloud た 似 , 
例え ば , Toba 湖 で は 2000 we HH CHES 
る 。 基 の 下層 は New Zealand の igni- 
nbrite に 類似 する welded tuff か ら 成 
OO, Av bF Bain Clit BK 7c PRG RAR 


岩 で ある 。 CHICAS BRA 
BRUM O LEE BD dS EUR ae 
及び 此 を 横切る 断 麻 線上 に, ADK OE 
を つく Dito BO Plateau Basalt に 似 
た 云 武 岩 は 南 ス マト ラ の 東部 Soekadana 
WHEICER< BETS. 安山岩 質 火山 活動 
は 現在 迄 継続 し , IEE DRE Bt 
の 吐出 で 中 断 せ ら る 。 最近 で は Kraka- 
tau OYE ANBH (1883) 2% 50 HAAS 
b 7 OK A OLE Brie (69 fe) & BETH 
文献 か ら 集 め , Niggli 値 の 変化 図 及 び _ 
Ls-Fs-Qs 図 (Niggli 1927 年 提案 ) を つ 
くつ て いる 。 前 者 は = グリ の 石 話 アル カ 
VRICK-Rt So BRIE C 値 が 常に 標 
Mk OS BU Cid 値 が 低い 。 後 者 は , 
USSR SRICEV KR aD b 連続 的 
CRPPH REL CDI AMET SE 
と を 示す 。 Krakatau 淡 山 の 化学 成分 
(45 個 ) に 就 い て も 同様 な 事 が 云え る 。 た 
き ス マッ トラ 本 島 に 於 ける 様 な 極端 に 酸性 
な る も の が な い 。 (Bull., Geol. Soci. Am., 
63, 561~594, 1952) CFE) 
7493, MBBRORRDTR 
Shapiro, L., Brannock, W. W. 
ARRCIT (TES OER 2 迅速 
に 決定 する 方 法 が 詳細 に 述べ られ て い 
Bo SiO。 と Al,Oz (t, NaOH で 試料 
eke L CVE ALR AIRIC OVS, 分 光 
JERE CRIES So Si02 に 用 いら れる 。 
Mo-blue method を Al,O; の 決定 に 用 
いる 。 HF と 廿 255SO4 Cath eBML oC 
作ら れ た 第 2 落 液 か ら , 分 光 光 度 計 で 
TiO, 全 鉄 量 , MnO, P20。 eRET So 
TiO, は peroxide と し て , 鉄 は ,ferric 
chloride と し て , MnO は permanganate 
と し て , P205 は molybdivanadoph- 
EL CHT S. 引 
DORE CaO と を MgO . を titration 
method “GRET So (ho HOT, 
K20 と Na,O を flame photometer 


osphoric acid 


“CREP So FeO は KeCr,0, 2 HHS 


RET So 分 析 は 3 日 間 で 行わ れ , BR 
庶 は 極め で 良い 。 (U.S. Dep. Interior, 


Geol. Survey Cir,, 165, 1~17, 1952) 


CK 


a RRR 
7494, ボリ ピ ヤ Colquiri Bwlio 
地質 Campbell, D. F. 

当 鉱 山陰 近 の 地質 は 泥 RIO HA, WD 
質 頁 岩 , 球 質 粘土 岩 及び これ を 貫 ぬ く 
第 三 紀 の 将 線 岩 , 花彫 関 線 岩 より な り , 
堆積 岩 は 密 曲 及び 断層 構造 を 呈し , 鉱床 
(LE ORFAICKEY bt, 主として F- 
ふ 構 造 中 た 存 し , COBMLEAIS HAA 
の 正 断 層 に 海 つ て 行なわ れ て いる 。 MH I 
(LEMROt OFFFIEL O7e 0, 主 MI 
走向 3000m, HH 10m (AAAS 
arf} 100m), 4S 300m BL, 北部 
RUF BCARL BRAY 形成 し て い 
Do MMKS ROL OA RIBMIZ D 初 期 
Halton a) Ae ae (BES, a 
Ba, HE, BAA). b) valet enue 
CRETEBR, Gio, BGK, 石英 , BB 
Sh, Base, BYERS, Aesar), LI) 晩期 
ABH BA (GERAK, REGED, tase, 蛇 紋 石 
BRR, ARM OTN ZARA, カオ 
VY) で 鉄 満 重石 は 産出 せ ず , Ha OF 
質 る 題 状 で は な い 。 勉 石 は 不 規 則 な LZ 
状 裂 線 の 部 分 や 断層 粘土 の 存する 箇所 に 
集まる 傾向 が な が あり, また 緩 傾 帰 よ 5 BA 
BAe Hic, Ww ch LAM OF 
PERMICBASNPCTN 0 BSILBIC TR 
Di, 及び 鉱床 生成 時 の 深 さ 等 に HK 
し , 上 記 a) 0 SABA Bid 200°C 以 
上 の 酸性 溶液 か ら , b) の 塊状 硫化 鉱物 群 
は 200°C 以下 の アル カリ 性 族 液 か ら 生 
成 し た と し , 又 生 成 時 の 深 さ は 6000~ 
10,000ft で , (KEE DPRAUKTESLR GS 
と 結 言 し て いる 。 (Econ. Geol., 32,1~ 


A A. 40 02 ~ 
ee 2) 


ra 


p08 


21, 1947) (#2) 
7495, PiepvFvISWIS RRP 
ンチ モン 侍 床 Ahlfeld, Fo 
アル ゼン チン 北西 部 に は stibnite gt 
MOMAKD2 0, KMS LOM TC sp- 
halerite た 変化 し , Bix cervantite % 
び stibnite を 含み , FMCMABM SS 
ARAIRICZEQ stibnite を 消失 する 。 
と の 種 の も % も の は mesothermal Nir 
leptothermal OG@KCGhA HOMER 
型式 と し て pliocene age の 酸性 吐出 岩 
中 に stibnite @iReSts LODB D.C 
FULLE OPER tL EAEY 含ま な 
Wo 後者 の 鉱床 中 , Puna of Jujuy に 
お ける Doncella 徹 床 に 就き 述べ て 居る 。 
同 地 方 は pliocene age の biotite dacite 
の lava flow ®AMDLL, SMIRILE 
OMICMEAL, 主たる 露出 が 二 個 ある 。 
その 一 つ は 粗い 貫 状 で 部 分 的 に 破砕 され 
て いる 。 そ こと で 慕 だ 変質 し て PALA 
状 と 噴出 岩 は 鉱石 と 混在 し , 壁 岩 は BIL 
ROBBERS Oo RBLILIER 
を 受け て で いる 。 SARIX jujuyite 及び 
opal より な り , MAW BMMChSo 
Jujuyite は 統 密 或 い は 土塊 て あり , A 
か 又は opal, chalcedony KU 路 出 岩 の 
BN LVEF Do ted(k limonite と 思 つ 
た が , ABORBID emLIB BAEC, sp: 
gr. 4.15, density 4.5 | Hl2 脇 質 構 造 
EL, eA CoA BAVERART > BH 
結果 は 次 の 如 し 。 FezO』 65.20% ; MnO 
0.02; Sb20; 18.59; SiO, 11.70; H,O 
3.40; H20 (105°C) 0.77; Total 99.68, 
LBL {LK la BER OF IC ZE す 
る 故 決定 し な か つた 。 Opal (3 MIKO 
心 部 に あり , jujuyite より 後期 の 生成 
で あり , MRA BEC ABR 
を 示す 。 天 微 鏡 下 で は 不 均質 で , OKIE 
形 璃 と 共に 変質 火山 岩 及 び jujuyite の 
BikeSisy M cervantite と 思 は れる 


ie: it ee Bee 


7496, PILPAOEE o ASTER 


#536 en too 2 ee eee a 


RE OIL YF eye RET ZO 
Cervantite Pe ¢NM4OwVyc Sb 
15,95% で あぁ あり, 他 で の 分 析 は 17.9% 


REZ So {hO- DH CSI PR 
。、 で あり , Sb 21.63% を 含み 歴 岩 は 強く 


球 化 され て いる 。 これ 等 鉄 床 は AH Ze 
HICECEARHAR GS, We WYAmmIC 
DUDA IRAE CAI Strife の で ある 。 
(Econ. Geol., 43, 598~602, 1948) 

EAN) 


ichare kin le 

Cave di Predil (4 XY —) Mezica 
(ユー ee peg (オー スト 
VV) の 三 人 鉱床 は 所 調 “Mississippi 
Valley” Blog * HESIOD Cialt 4 = 
紀 中 部 の Wetterstein AK: Sree RRS 
され , CHIGHCT OD AGRO IRN, 
録 化 作 用 の 回 数 , 鉄 物 の 品 出 礎 序 , 姉妹 
EB OMEL OM ORNL CHO, BK Ik 
Ask, CUA, ANAS, GRAS, 
Walt ia, ABAD ID 4 & 
MESES DATES Z TIA 2 有 有 
し "一 部 白 鉄 人 鉄 た に より 交代 され て BO, 
Zee "Schalenblende” と 呼ん で い 
Bo 

ANETHENO, EROS ROWE 
除い て 酸性 訟 液 に 於 て の みな” 安定 で あ 
MUNA MAME, 425°C 以下 の 低温 
CAM OSS ¢ mmehMi bine AL, Lk の 
場合 アル カリ 落 液 は 人 鉄 床 生成 た UE 
FRAT SLO CIE) ZH SMO 
ATL FATED“ Mississippi Valley”’ 
MO MRIS PAIEDD 生成 され 
KOH CWRO pu は 7 以下 で あ 
SeBxXbHS. (Econ. Geol., 46, 
707~730, 1951) C BASE) 
7497, O'brien $8RRM Vein 
Contour (CfKS EAH Mills, J. W. 

O'brien SLM OWWAILA Dy 7 Y 


TROD, TREE, 際 内 


eC, SEMA, eet k te 
b, PRIADRRIBRO, EPR, BO, 


Re, KE, GK, BREE - 


5 AoC CO) EMER CHICAS S 
る の (2) EMA GLICSBAT SBOE 
TSRPIC aT bt So i 
Vein contour を 作る に は ば は, 地形 図 の 
場合 と 同様 の 方 法 で 伝 脈 の SE [NICS 
RIRGH LR ODD SRF ME ORR RE 
ん で contour を 引き , 此 の 図 を 利用 し 
COAIKOW: ih de 


に 信 れ ば , AERO C HT SOARS 左 向 
き 走 向 に よめ 特徴 づけ られ , SHIRE Fah 
と は 税 接 な 関係 を 示す が , GRE COR 
鶴 の 間 に は 全然 相互 関係 が 無い o。 (2) た 
属す る 伝 須 群 は 右向き 走向 が 特徴 的 で 傾 
AVL HC sek Cs O SARL 
tion, vein foldjc SbF BRHT So 
(Econ. Geol., 45, 786~ 807, 1950) 


vein junc- 


【 隔 部 宏 ) 


7498, メキ シコ Hidalgo pj}Pachuca 
RU Real del Monte #ESRMORE 
Bai% Bastein, E. S. 
当地 方 は 世界 た に 於 ける BEREREEHE EL 
CHRIMC, 主として 第 三 紀 の MAR 
山岸, TAPER TL O FIRE, PEELE O 
吐出 岩 よ り 構 成せ られ , SRL EHO 
山 岩 質 砕 層 岩 中 の 殊 劉 を 充 堀 また は 交代 
LICBEURPESEIR CH D_ SEL HHA 
に 於 ける 27 Skilp- SPELT BART 34 
人 笛 に つい て BPGRBIEA® FFL RD ER 
な 結果 を 得 て い る 。1) HME LCR 
な も の は 頑 銀 欲 で , そ の ADO RV 
V4 ROW RAK EET Do 2) RES DK 
は 黄 鉄 鉄 , BORED, 石英 CHS 1 HW) OF: 


出 後 , ASO, Beak Hic IT MD- 


RIC AER LL, CEERI BB AKA D —- 


(i, 断層 PA at BR eb 
の 変化 等 を 詳細 に 表現 する 事 が 出来 る を 。 _ 
本 人 鉱床 の vein contour の 東西 断面 図 


| 成分 を な する の, 唱 洞 中 の 石英 結晶 の 間 
REET LO, WERE 時 する も の 等 が 

あり , その も 前 者 で は 煙 銀 秋 が 方 負 色 

POMS A & BICHLE., 同時 品 出 を 


示す 共生 を な し て いる 。 3) GMIRIL F MEK 
に よる 三 次 的 富 化 作用 を BO, MEF 


~ で 黄銅 鉱 , FAIS, BURRAY BARROS WER OK 


FABLE DSEICHESADK, 麗 銅 欲 化 を 受け 
て いる 。 4) HEB IX 二 次 的 に る AMS 
れ , BSADK, ASG, Paice PVABSYAK Aw 
代 し て 産 す る 。 5) 上 記 銀 鉱物 Hp = 
的 自然 銀 が あり , これ は 辛 に MAHER 
鉱 を 変 代 し て 産 す る 。(Econ. Geol., 33, 
53~65, 1948) Lena 
7499, Decrepitometric method 
(<k SRHERKRORERVUZADORE 
Smith; iG. : 
RMAO MA MAS A 事 に より , 包 
BME LOBED MYL OD REE 
AC, BET AIC 到 つ た 時 の 状態 を その 
録 物 の 最低 の 生 或 状態 と 老 へ , その FEI 
有 物 の decrepitation AAT SHE Ch 
る 。 包 褒 物 に は その 生成 状態 た よめ 次 の 
如く わか た れる 。 1) gas 或いは 液体 + 漆 
i, 気 成 状態 , 2) Meth. WL 気 , 
府 水 成 状 態 , 3) Pe Ant VLA, A 
BE IKRE, 4) 結 品 。 WAZ ml te > ies 
CLP AE FAAS Clk KER 
と な る が , 透明 鉱物 の WA Case: 
PUBRPTEEL EOC, 近似 的 に 求む 
べき 温 宏 と する 事 が 出来 る 。 喉 者 は 50° 
C 以内 で 一 致す る 。 3 HK AEE 及び 
塩類 結晶 を 伴う 包 奏 物 は あま り 用 いら れ 
ei PES TIC KABTRIC お い 
, 一 相 と な つた 時 の 温度 が 求む べき も 
poe MAD M Ck 大 低 の 場合 , 
窓際 を 満 す 温度 以上 で ahi D 
現象 を 起 し , RICMUKGIN lL AREF 
HT ERODE, a. に よる もの 
と の 2 obdeemt chs? AMC 


は leakage は 存 存 し な いと 考え られ る 。 


_ これ に よっ つて 人 得 ら れる 温度 一 圧力 の 関係 


は , Hii LRA LAWLER FAD - 
も の で ある 。 (Mining Eng.,4, 703~ 
708, 1952) [鈴木] 


7500, 西部 テキ サス 別 Midland #& 
ih Spraberry Epos 
Braunstein, J. 

Dauson County 4Ofhe St ET 
キサ ス 州 Midland 堆積 盆地 に は 二 連 
下部 Leonard 期 に 属す る Spraberry 
SQSEZT SBS, 本 麻 中 の 砂岩 か ら 1944 
年 に 於 ける Seaboard Oil Company® 
試 質 の 除 供 か の 油 気 と ガス を みた の み で 
あぁ つた 。 そ の 際 ご れ を “Spraberry 砂 岩 
EV CS IMER SIU, GO HOES 
発 を 決定 的 に し た の は 1948 年 の 握 井 か 

ら で あ つた 。 Aelia, Fa, ie) 
BREADED Bico, Writ HIS 
OM ORM EL LCV So 深度 BH 
6800 IRGC, FEV ay(k 150 «50M, 2B 
産 区 域 は その 中 の 50 x 48755 Ch So 
1952 年 4 ARE CIC 1558 - OER 
産油 じじ , 274 BA-vV LICL Keo CO. 
PLR LAT MER TBLb < (tk Leonard 
WOIROLDE BLOND GMT BWie 
に つい て その コア OFZ TC ARH 
し , Leonard 期 以 後 の 滋 動 の 機構 だ うつ 
いて 述べ た 。 (Bull.Am.gAssoc Petrol. 
Geol., 37, 2, 250~265, 1953) [加藤 ) 
7501, AYA PRAABIS 於 ける 
EDL YP tees OR Bik YO 
産油 Walters, R. FP. 

カン サス 州 中 央 部 に 位 す る Rice, Ba- 
rton, Russel. 地方 に は 沈 カム プリ プア 和紀 
EOP AD bveihL, その BILD 
を あぁ けれ ば Ortho, Kratt- 


prusa, Hall-Gurney, Beaver, 


Bloomer, 


Ring- 


38 Hao ome a 


= ae vw roi oy 


wald, Heinz, Silica, Eveleigh 40y7h 
田 な ど で あ る 。 Ortho 油田 の 例 た に つい て 
BA, 17 の 油井 か ら 100 万 バー レル 
以上 の 油 を 産出 し て いる 。 こ れ ら の 油井 
(VFI SD AT V TEAS DbirS 
HE HES © BMICHIT SNKLOCSH 
Do RYYNVYTHATAKSE BY 
ANSE LIL T CORE LIC BRT S25 
“Topeka” 及び “‘Lansing Kansas 
City” BKGBIXE ORM TRL T 
いる 。 港 丘 の 側 縁 部 た 於 ける FiERa Bee 
部 の 油槽 は 上 記 の 油 の . downmigration 
に よる ぁゃ の と 老 え られ る 。 こ の 種 の 油 の 
産出 は , HAO  & 4 100 乃 
28 500 RAL OE OY, HOCambro- 
Ordovician を 欠如 し 直接 Pensylvanian 
の 地層 が 族 項 する と ころ に 限ら れ て い 
る 。 こ の 地方 で は 構造 的 た 或 は 地形 的 に 
高まり ある こと を 知ら れ た 場所 は 破砕 湯 
MOGBUMAT ic 値する も の と 云え 
4o (Bull. Am Assoc. Petrol. Geol., 
37, 2, 300~314, 1953) [加藤 
7502, 日 本 第 三 組 海 村 軟 味 動 物 チ ェ ツ 
クリ スト 序論 Hatai, K., Nisiyama,S. 
此 の 論 設 は 東北 大 学 理科 報告 (地質 学 ) 
時 集 第 三 巻 (1952), “Check list of 
Japanese Tertiary Marine Mollusca’’ 
RAL CAR Shree lO amie 相当 す 
る 部 分 の み を 述べ た も の で ある 。 [A VA 
ト (FRE 742 種 , HAE 11 種 , 腹 
EG 742 種 , HAR S 種 の 4 部 に 分 
け て で 記載 され , 日 本 第 三 紀 の 珠 体 動物 & 
び 生 物 訂 位 学 の 研究 者 に と つて は 好 個 の 
基礎 的 BARE TS CHA4 o FRE 
AOE, AM, 四国 , LM, 
及び 日 本 本 来 の 領土 で ある その 周辺 の 島 
々 に 限ら れ , Hoc Anadava abaita 
(Makiyama), Pitar itoi (Makiyama), 
Tateiwata tateiwai (Makiyama), Onn 
きも の の type locality は 記載 され て な 


Wo 日 本 第 三 紀 軟体 動物 た 関す る 論 六 は 
1882 年 互 客 部 氏 に より 発表 さ れ で 以来, 
黄 の 後 多数 の 学者 に より 地質 調査 報 記 
載 の 一 部 と し て , Blt 球体 動物 に 関す る 
BCL LC BHI 日 本 第 三 紀 軟体 
動物 た 関す る 記載 が 増加 し , 1949 年 Ss 
日 本 第 三 紀 層 か ら 海 棲 軟 体 動物 1482 栖 ~ 
が 記載 され た 。 日 本 第 三 系 各 統 か ら aK 
され た 種 の 数 を 見 る た 始 新 統 , Bet 
か ら の 報告 が 極め あて 少な い 。 と これ は 今日 
RB =KO(LAOBA Ct, 豊富 な 
こと と 等 の た め よ く 研 究 さ れ て きた ROE 
あり , 古 第 三 系 の も の に つい て ゃ 信和 修 一 
層 の 注意 を 向け る 必要 が あろ 5 。 比較 的 
RIG ANCRCRAHRDEM 時 
FRIST FRE EUS 地質 時 代 区 分 に 
関す る 用 語 が 明確 さ を RVC eR DS 
ある 。 化石 は 岩 相 区 分 思 位 が 明確 に され 
で な い 産 地 か ら 記 載 さ れ , 或いは 異な つた 
層 位 上 の 名 称 が 異な つた 医者 に より 同一 
の 岩 相 区 分 皿 位 に 用 いら れ て いた 。 KM 
で 日 本 第 三 徐 の 岩 相 区 分 堅 位 た 関す る BE 
解 が リス ト の 宋 た 附け て ある 。 日 本 第 三 
MAE Om*Am Mt a - YS HSH 
階 た に 於 て 一 般 に 認め られ て いる BEBE 
に 対比 する 直接 の 証 措 は な い 。 併 し 例え 
ば 大 型 有 孔 虫 と 傘 椎 動物 の 如き thOBE 
な 化石 と 軟体 動物 と の 集合 組合 せ か ら ; ョ 
RY ROMER IC 日 第 三 紀 の 軟体 
動物 集合 組合 せ を 適合 させ る こと こと が 出来 
る 。 白 己 紀 と 第 三 紀 の 境界 は 一 般 に た 直 整合 
で ある 。 始 新 世 一 苑 新 世 の 境 界 を 決定 する 
婦 覆 な 資料 は な い が 泌 州 の 十 第 三 紀 は 軟 
体 動物 の 集合 組合 せ た に た より 認め あられ る だ 
44 MH tk— PHROB Ria - wy es 
標準 摩 序 の へ キタ ニア ン と プル デ ガ リア 
ン に 相当 する 。 中 新 世 一 鮮新 志 の 境界 は 
ライ ェ エル 法 に より め り BESHAM, a ョ ー ロ 
YRDRYAFVY—-PLSVUYYY TY OR 
FIC AT ORPMMOBVEIC(S HAs 


es ttt eel i 


ons ee 


Sees Se bBo 


APE RAS CH So RH BERIE 
の 境界 は 種々 異論 の ある 処 で あり , a ー 
ロッツ パ ペ で 認め られ て いる 時 間 面 と 明確 に 
一 致 さ せる こと は 困難 で ある 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 539~ 
548, 1953) (Hp) 
7503, カリ フ オ ルニア 年 島 沖 深 海底 の 
流 業 に つい て Shumway, G. A., 

カリ フォ オル = ニア 半島 の « be ABBE 
60 マイ ル OXPHBER (EX 2000~ 
2200 fm) "で 生物 学 的 次 料 を 得る た め に 
な され た ト ョ ー ル 綱 た 依 つ て 偶然 た 353 
7 OBOUNCBEFOKR, アス フ ア テア ルト 
庁 等 が 探 集 くさ れ た 。 こと の 53 ヶ の 共 の 中 
13 ヶ は 火成岩 ( 固 線 岩 , 内 線 玲 岩 , トナ ル 


_ 3s Rabe. Teh, Views) 127 |x 


228G8 (BRAG, Bea, Ba) 28 7 
は 水 成 岩 (砂岩 , 泥岩 , BRE) で あ る が 
Gaerne OA BERBER < linc 居り 
IKEBHROH 18 ヶ は 海 医 の 岩 に 附 落 棲 
息 す る と 云わ れる pholads の 様 な 軟体 
容 孔 動物 の 活動 た 依る 孔 が 容れ て 居り こ 
れ ら の 事 は 海岸 に 近い 減 導 隆 の 環境 で 市 
る も 海岸 洗い の 各地 層 か ら 深 海 え 運搬 され 
た を の で ある 事 を 示し て いる 。 その tthe 
酸化 マン ガン の 団塊 , 赤色 粘土, ATLA 
『 デ スズ スラ アルト (みた つい で 分 株 じ で あ 
DIKRO 4 OF» HHEKM Ch Sm 
わか ら な い ) 等 に つい て る ゃ 記載 し て いる 
DS, FBIL) LORD ARO 物理 
化学 的 , 生物 学 的 特徴 か ら 更 に eC 
DER HEICOVYC 論じ て いる 。 BAH 
れる 運搬 作用 と し て 混 含 流 , WIBO, 地 


_ 盤 の 沈降 , YEIK, HIROSE AFC 


bOI KSB BOG EET 25% 
DER Tc ERB HE CHOELT > 
Bo (Jour. Sed. Pet., 23, 24~33, 
1953) [島田 
7504, Ouachita #o##34 Da £ 
(FHERM a Goldstein, A., Reno, 


5D) a 

オク ラ ホ マッ マ と アル カン サス に 中 る 
Ouachita | LARCH HS A 7k # Oua- 
chita 相 と 呼ん で いる 。 こ と これら 水 成 岩 は 
動力 変質 作用 を ぅ うけ て いる 。 麻 序 的 に は 
DV SS) LPS NNT eae ER 
た が り 地 麻 を 若い も の より 列 界 すれ ば , 
(1) Atoka Mer As (マン シル バニ アテ 
Y), (2) Jackfork 砂 岩 (Ry yrs 
Vy), (3) Stanley Be Cv VET 
vy), (4) Hot Springs( ミ シシ ッ ピ アン ) 
(5) Arkansas novaculite(7#=7y~ 3 
Ty ve Ty), (6) Missouri Mount- 
ain Be (yr v7 Y),(7) Blaylockhy 
Aly nr VT yxy), (8) Polk Creek BY 
(AWFKeY Tv), (9) Bigfork chert - 
(Ar FeY Ty), (10) Womble Es 
と 砂岩 (オル ド ビ シ アン , (11) Blakely 


砂岩 (オル ド ビ シ アン , (12.Mazarn & 


岩 ( オ ルド ビシ アン ), (13) Crystal Mou-. 
ntain 岩代 (カン フロ プペ マル ドド ビシ 
アマ ツ う (14) Collier RE(AYTZUTY) 
より な つて いる 。 変成 作用 に 関し て は , 

Turner, F.J. O4°8ICHE oC (1) «the- 
rmal or contact, (2) dynamic, (3) 

regional た に 分け, regional metamor- 
phism と し て WHOHEMEICI TEE 
の 相 は chlorite zone と biotite zone 
に 相当 する も の で 左 程 旨い 変成 作用 で は 
な い 。 LUVAD % Old, Pettijohn, F. J. 
DIC HEDC (1) quartzite, (2) 

feldspathic quartzite, (3) arkosite, ” 
(4) graywacke, (5) subgraywacke 
分 け Ouachita 相 の 砂岩 は 大 部 分 が qu- 
artzite と subgraywacke に 相当 する も 
の で ある 。 又 Texas の Caldwell County 
の Luling Field の 所 調 片 娠 は metaq- 
uartzite meta-argillite, phyllite, 
slate k  #én%7F641 Ouachita Moun- 
tains "の 相 よ り る も 高い 変成 度 を 示し て い 


#40 


BBM wR eS 


る (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
36, 2275~2290, 1952) asia) 
A Be 
7505, Ar ORME KE BARRIO 
いて ILE, BSCE FNS x, 
Ibs A ROMRILHEL BIE KO 傾向 

Ped Be) BOK ICL ARERR RK. 
A. Fischer Di BEVERH AEX BVYC 
18 FAO A ROMILMEIC OVC 実 AR 
行っ つた 結果 次 の 事 が 云わ れる 。 1) MER 
化 性 に よる 温度 上 昇 性 の 大 な る Aico 
酸 た にょ つて 発熱 する 量 が 大 きく , KEW 
ス の 生成 が 速く 石浜 の 水分 量 が 大 で ある 
BUIRCAN 2) 自然 発 状 の 傾向 が 大 で あ 
る 石 災 は 加熱 駿 化 に よる 温度 上 昇 性 が 大 
で あり 硫酸 に よる 上 昇 温度 も 大 で ある 。 
3) 自然 発火 の 傾向 性 と 石 秦 の 含水 分 
量 に つい て は 相関 関 必 が ある と Bhi 
方 が 安全 の 様 に 思わ れる 。 CBB 
Baris <i, 7, 1~9, 1952)[ 島 田 〕 
7506, gi spe deal vese Hat Ole 
CRG HATES 1 報 ) SEAR. 古 
畑 泰 邦 , 藤江 力 , 

OY PAR, CEO, 構造 地質 
NCAR DO BEM DSS X HB SIUC 居り 
従来 疑問 と され て いる 点 に 何ら か の 解 深 
DEAR ST eo ICME TMNT 2 中 心 
に 1/1000, 1/5000 の 実測 務 形 図 及 び 踏 
査 図 を 基礎 と し 多く の 川筋 , WICH C1/ 
100 程 富 の 完全 地質 柱状 図 を 作成 し , 1) 
従来 設定 され た 釧路 福田 の MARIE ARC 
LAR RDEAAD HAE, 特に 浦 
幌 統 と 普 別 統 と の 接 落 関 床 の 検討, 2) 
宙 辛 動物 群 と 普 別 動物 葬 の 吟味 と その 関 
係 の 再 松 討 に よる 浦幌 統 , 赤 別 統 の 時 代 
OBE, 3) 地質 構造 の 方 向 性 その 他 の 計 
RL SUE, 岩 相 な どの 堆積 学 的 特 役 
と の 関連 性 の 錠 明 , 4) 火 成 活動 の REY 
Rete» 9) 以上 に 基く 釧路 商 田 の 時 代 論 


及び HERE Oth: ONO BIO 
調査 目的 の も と に , CAS ORM Gl 


PA FSR HERS RI ORB LV} 見 
bite b HBIL KF ELPLDECH4So Fl 
Pee OWA IHS E NE~SW の 方 向 


性 を 有 し 地域 の 基盤 を な す も の は ASA © 


CALMS LARS ZRBC 帯状 
に 分 布 し 全体 的 に NNE~NNW の 走向 
を を ぁゃ ち 東 に 緩 傾 許し て いる 。 Haid FO 
BLEDEL Ba, 本 別 統 に 区 分 され 


浦幌 統 は 下位 より 雄 別 爽 宗 麻 alee 


及び 数 10 枚 の 深層 を 爽 み 雄 別 守 砂 の 主要 
TREE TMCS HAMS, 泥 質 
砂岩 , RPRDS CBX OD BEIMLERS 
i) Rapes Gye, 泥岩 , BRI 
SGU R BAAS O_ LICR ICO 0 
SHICLOKMESS, RADaSe, 硬 
EVA ICINT bALe OMNIS 化石 内 容 
Da bw THICHT > LDEBRCW Do 

本 別 統 は 普 別 統 に 不 整 合 に の め , Fs, BE 
BRELS SV -HICRRA C BUBB 
Shia we RARRILEHEEBAC 
So fm ahue & Byis Ltkka xSA, 
それ に より 火山 活動 の 消長 を 知る TED 
出来 , ABET ARM a REEDS Ye 
BOL, 音別 統 は 塩基 性 の 火山 岩 が 卓越 す 
る こと は 注目 た に 値する と し て いる 。 Che 
適地 質 要 報 , 22, 1~29, 1953) [島田 〕 


~~ 


無 業 原料 鏡 物 

7507, FeO-SiO。 SHWREOW 
究 (第 1 報 ) 成瀬 省 

上 醒 化 鉄 一 理 石 奈 温 合体 を CME SUR 
‘CHEK LC, FeO-SiO。 系 の 固 相 反応 を 
行 は せ , その 焼 結 祭 の 組織 性 質 を LEN 
た 。 CORK の 固 相 反応 た に 於 いて で, FeO, 
SiO。 の 配合 如何 に か か わら ず , 生成 す 
SER fayalite の 一 種 で あぁ つて 
ferrosilite は 認 . め られ な い 。 生成 し た 
fayalite は HCl に 本 深 な の で , com 


% 


。 落 性 球 酸 を 宗 量 し 各 温 護 に お ける faya- 


lite DARL OF b GE を し ら 
No 900° CRISS 20% BEL 1050° 
で 90% WEES, fH fayalite の 
RRR 1110° で ある 。 こ と の RiCAt 
@liL-c Nal, NaCl, NagWO。 “xy 
MFSE 900~1000° 間 で 固 相反 応 は か 


な り 促 進 され る 。 CR, 61, 247~250, ' 
HR 28 ) 


[長谷 川 
7508, ZOARRE クロ ム マ グ ネ シヤ 
RE OMMWKOS RAILS WR 
Areas 

2a hie (C) ど ク ロ ょ マグ ゲ ネ シネ 
REL (CM) を 癒 砕 し , 宣 液 分 見 を 行 つ て 衝 
部 分 の 性 状 を 検討 し た 。C に 於 いて は 比 
BH 3:97~4.16 の % の が 最多 ぐ - 38%, 
を じ め , CM で は 3.12-3.28 の る の が 
21.0% を し あめ る 。 各部 分 た つい て 化学 分 
Br, XK, Hk 鏡 鶴 察 を 行こ た 。 比 
軍 の 大 な る 部 分 た に は スピ ネル が が 形成 され 
CO, この スピ ネル は Cr2O0s に とむ 
る の と Al20Os に と むる も の と 二 群 に わか 
れ て いる 。 比重 の 低い 部 分 で は , C で は 
forsterite の 結 品 は 存在 せ ず glas が 形 
成 さ れ , CM で は forsterite 736 < 
HhL glas は 少 い 。 C の スピ ネル は Rz 
O4 の 組成 に 一 致し な い BEB AE KI 
に な る 傾向 が ある 。C と CM の スピ ネ 
ル を 比較 する と 前 者 で は FeO が 多く , 
後者 で は Fe20s が 多い 。 3B, 61, 
251~253, HG 28) [長谷 川 〕 


7509, 電 縛 クロ ム マ グ ネ シア RBER 


eRe AAR 

クロ ョ ロム マグ ネシア 系 出火 物 に 然 て 結 品 
HOR REICEEMOMBe (LDS OH 
要 な 問題 で ある 。 こ の 目的 が ら 蛇 紋 岩 質 
の 低 品 位 タ ロム 鉄鉱 を 原料 と し て AS 
ICL oO F7ea Re TARY VIGLY A 
作 し た 。 鉄 物 的 構成 ふら は chiome spi- 
nel-forsterite FAIA ICKL, 原料 中 


RECS DN at aE Ne aaa bo Spats Mt) ie ea Bc ow re aa are a ea ele 
ee i et ee ea 
i Se ke a Kee < mS, s y 3 FE i “+ ssl wo 
oon < bb 狂い al 
I 


OREPANC & YHA SET 


る が , フォ ルス テラ イト の 量 た に 応じ て Th 


火 物 的 性 能 及 び 中 鯉 性 は 規則 前 に 変化 す 
る 。 標準 組成 を クロ ム ス ピ ネル 絶 60% | 


タラ オル ステ デラ イト 約 40% と ど し て 実用 試 
BROCK 所 , マグ ネ シ ヤ メス RMT = 
ス に 劣ら ぬ 寿 命 を 示し , WOME BEE S 
い 。 X bursting (WEEE) 現象 が 起 ら な 
か つた 。 こ れ は 維 密 な 鐘 造 組織 が FeszO5 


CeKABLIEL, REGED AIC 


LABRWIEXR, Fan azTrIZAKE 


CaO © 反応 が ら 生 する モン チ セ ラブ イトー 


質 低 融 性 理 酸 塩 が 緩和 消化 し た BL 2. 
られ る 。 ( 揚 確 子 研 報 , 2, 11~24,1952) 
(横山 


ーー ヘー ンー ンー ンー ヘー ペー 
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ンー ペン ンー ヘー へ へ ペン ンー 


7510, PRESICKS RAMP OMRMNE 
酸 旦 測定 の 一 例 一 特に PERISH L 
て SAM BS 博 , 河田 靖雄 
足尾 鉱山 に 就 い て 調べ た と ころ , DK 
L¢BEL BY MIEHLRELTHS 岩 
APIO Ct, 300 メッツ ッシュ 内 外 ま 
で の 租 園 で は 粒 民 の 細か いも の 程 , BR 
ICM L CYA ORV L CHO, Reb 
く こ の 傾向 は 更に 粒度 の 細か い 部 分 た つ 
いて る も 成り 立つ で あろ 5 。 RM 遊離 奉 酸 の 
岩石 や 脈 石 中 に 於 ける 存在 状態 た に は ・「 石 
KK, bVF AA, 2 パラ イド 
Ei, BAA, 石英 ガラ ス の 6 種 が あり , 
CNS OF % DEIMERIC EO RRS 
を 与え 々 る か を 明か に する 必要 が ある の で, 
RICHBHOBRORMe EEL C, EE 肺 
対策 の 盗 料 に 用 いる の は 適当 で な い 。 
CHE AR 3, 542~546, 昭 27) (KR) 
7511, モノ 湖 に 於 ける 石 友 華 の 成因 - 
Dunn; Rs : 

カリ フ オ ルニア プア 州 ヨ セミ テ 国立 公園 東 
方 の モノ 湖岸 や その 周辺 の アル カリー 石 
TREC ICBO Bp eo 見 ら 


et 


ppd ee. ee tees 


HEDENMICHWLE LOWMLO WR 
MICH EET D(LAMIC EM SISO 

AIRE OS < (SEE C ICY, Bi 
We, 白色 の 多孔 短 弘 蜜 なぁ の で 過去 に 
WAOBR Ch ORBMILORICAR さ 
NCW Do HB OBIE [t Hic 
PIC BREIL A, MR thinolite 等 
DBIKE CE ORAL LCR NOE, 

AKORS, HIME, RIRT AOR DE 
に 起因 する も の と し て 種々 と 云わ れる 
DLO SN CUR DANY VACHE OM 
DEI AOWEHL pH の 変化 等 の 状 
(FD % & CAROURBRIEHEL BRS 
の と 思わ れる 。 Thinolite, KOBEKRA 
TREE FLO HC CHULIB Lf BOD 或いは 
BURR MD ORE CE 0 石 質 な 
石 次 華 は 雨水 と 湖水 の 接触 で の WRE 
に よっ つて 生成 され た る の で ある 。 (Jour. 
Sed. Pet., 23, 18~23, 1953) (Hy) 


7512, ABOFLVAILAR BD Ti 
木村 健二 郎 
Ries, MOA, 増幅 器 等 に 草 命 的 進 
歩 を も た らし た Ge の 次 源 に つい て 論説 
し て いる 。」 Ge FER LL THis ti 
(Largyrodite 4Ag9S.GeS», canfieldite 
4Ag0S-(Ge,Sn)So, germanite 10 Cu2S 
4G252-AseS3E2ib OWN bk PEM 
REEF So FOMBUKD wie wp 
AIOE WMS EN, L Si を 
“BESS” LCR < ERR OK ic DAL 
その クラ ー ク 数 も 割合 大 で 43 番目 に 位 
する 。 APICHRW Clk 近年 argyrodite 
が 北海 道 沼 の 上 , PRO BOK SD oA 
され た 。 RHO UI LOHAA, 
BE MRNFICh Ge 含ま れる こと 
が 分 光 分 析 的 に 確 め られ た 。 MOMKIKO Fit 
(Lok MPCs 0.05% 程度 含ま れる も の 
が あり , 特 に 花岡 鉄山 の 黒人 鉱 , BSI の 
自 鉄 鉱 中 に は 0.1% も 含ま れ て いる 。 Hh 
買 年 代 の 新 ら し い 石 容 の 次 分 中 に は 著 し 


CBMEN, AATHLA EMO KER 
DIRE NL 0.3% も 含ま れる と いう 5o。 
オォ PIGS Ge 資源 と し て 用 いら れる 
主 な も る の は 1. FiLMMBMLE PO Ge 
NE (AZIM OBS (3 AB IFRERR, TE 
BOBS AIR), 2. Ba 燃焼 の さい 
OROMK, 3. BAEBOLRD (例え 
ば が ガス 廃液 ) 等 で ある 。 (GAB, 69, ' 
198~197, 1953) ({E4IID 
7513, BRBOKMICNT SHA 
村上 恵一 , 花田 光雄 is 
KROGER e Batt 
し て 利用 す る に は 移 づ CaSO,+2H20> 
CaSQ,:2H20 の 水 和 反応 を 行わ な けれ 
ば な ら ぬ 。 20°C Offizk CA EM 
和 は 進行 せ ず , WR, HERR CLI~ 
3 週間 で 70~80% 位 し か 水 和 し な い 。 
LOLERARERHEE CAHOR 塩 
姓 落 液 中 で 反応 を 行わ せる と MY CH 
間 で 水 和 石和 と な り , HOR Rre YA 
BENT AD LICE OPI, KERRIER 
の 任意 の 結 品 形 を 作る こと が で きる 。 実 
BRE tL CIT SAMAR O RRA 7 ASF 
YFHBATY 2002 77 3H ECAH 
砕 し た も の を 用 いた 。 WORE. 濃度 , 
反応 の 温度 , 試料 の 粒度 等 の BBE eGR 
し , Alaa, 250°C 以下 で 加 
PA, 化合 水 を 定量 し 水 和 程度 を 調べ た 。 
Ly この 水 和 石 疹 の 結晶 形 を WSC 
察し た 。 特に NaCl, NaCl + # ) BES, 
(NH4)2SO4, NHyNO;s CARA AMS, 
常温 に お いて 24~48 時 間 で 充分 水 和 が 
行 は れる こと を 確 め た 。 TORU AAO 
fA 72d. 7 EARLS IARI C BEE 
HNC & AMEIKAT 2, DOB IKFIG 
WL, HABOMEC OMI 私 用 する 
こと が で きる で あろ 3。 (HA, No. 8, 
350~357, 昭和 28) CEAID 


oh Neg at 
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Geology and Economic Minerals of Canada (3rd edition). By 
Officers of the Geological Survey. 本書 の 初版 が 1909 年 に , 再版 が 1926 
年 に 発行 され た が , その 後 の 新 ら し い 盗 笠 を 加え て こと ょ に 第 3 版 が 発行 され た 。 第 
1 章 序 論 , 第 2 章 Canadian Shield OWA LOK, H 3 BH Appalachian region 
DuBRL BER, 第 4 HE St. Lawrence Lowlands OHH L OER, H 5 i Hudson 
Bay Lowland, 第 ER i Interior Plains OWE & OK, [第 7 = Cordilleran 
region OMA Lah, 第 8 * Arctic Archipelago, eo Pleistocene glacial 
deposit, A+R xt 1941 年 以来 , 南ア フリ カ ヵ カ に 次 ぐ 第 2 番目 の 金 産出 国 で , 1941 
年 に は 5,345,000 fine ounce を 産 し , AEE. SA. Gh, HRA OIA 4 大 産出 園 の 1 
つ で あり , ニッ ケア は 1900 年 以来 常に 世界 第 1 位 を 保ち , 面 も 1910 年 来世 界 産 額 
D 75 乃至 90% VEL, Hic 1943 年 に 於 て は 288,018,615 ポン ド を 産 し て い 
So RAMIAHRO 80% を 産 し , 1930 HU, FLY 障 那 が 白金 を ほ で - 
同 量 た 産 し て 世界 の 首位 を 占め , 又 カ ナダ は ラジ ウツ ム め の 全 世 界 の 40% を 産 し て い 
る 。(Canada Dep. Mines and Resources. No. 2478,1~357, 1947,¢ 75) [大 森 ) 


Ore genesis. By J. S. Brown. BOR OARIE ER MAO, 共生 
Ke DELSHERAICAS SVS ORC CUOSBS COWRA BE 
鉱石 に 関す る も ゃ の が 多く , ERA SHAT UE, 硫化 物 の 比重 と 共生 関 孫 , 硫化 物 
燈 融 体 に 関す る 聞 題 CRRA. 融点 , SOLAR KORE), 硫化 鉄 物 の 
生成 順序 と 岩石 鉱 兆 , SAD MAS, 鉱石 生成 の 要 固 た る 水 の 問題 , hypo-,meso-, 
epi-thermal Gitar, 硫化 物 共 生体 に 於 ける 金 , 銀 , BOK OTE, Gift 
GA ARORS LUA, RMHRROES, RAERAS, 地 毅 の 役割 , KROF 2X 
YG, マグ そそ タメ タイト 及び スカ ルン 鉱物 , ニ ツ ケル ーー コバ ルト, マン ガン , Beet 
Be, BH, クロ ョ ロー ムー 白金 , 及び 災 酸 宏 人 鉱物 等 に 関す る 特殊 な 問題 , AMOR — 
fi GAORSHE, be, AMDRENLLMRAKL O RIMES, TRA 
と その 区 域 , 鉱床 の 生成 過 埋 た 関す る その 他 二 三 の 事実 と 意見 , MS ORD AE 
へ の 応用 (Missippi valley @, Franklin FRy%orR, Bolivia GAaKK) CHB 
204 &, (Hopewell Press, 1948, § 3.5 ) C4 AR) 


プ ブラッグ RBG 氷 宮 健夫 訳 AWE W. L. Bragg % The Crystalline 
State, Vol. I: A General Survey,(London, G.Bell and Sons Ltd.1949) OBR 
本 で ある 。 原義 は W. H. Bragg EOL LC 1933 HG Sh, X-ray and 
Crystal Structure LJtICR<SPLEN CSR. 第 1 REE 第 2 SRT 
Ck OU, 第 3 章 結 品 解 析 の 実験 的 方 法 と 原著 の 順 を 追う 5 て 訳 述 され , Be 1 We 
図版 は 原産 た 比 し 多少 縮図 され て いる が , ARK < GEV H, PAAR CIRM 7A 
域 を LOR ZMOMR LL ABSRSLLUCHHCH 540 REAM APRE 


A 313 Bo (岩波 書店 , 昭和 28 年 3 月 発行 , 950 円 ) [長谷川 
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